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『

大管長会メッセージ

あ な た は ど こへ

行 こ う と して い ます か

第 一 副 管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

私 の知 ・ている人で ま・た く同 じと言

ってよいほど似か よった人生のスター

トを切ったふた りがいます。ふた りとも同

じ町に住む活発な末 日聖徒の両親のもとに

生 まれ ました。ふた りは'同じワー ド部に所

属 し，同 じ教師か ら教えを受け，監督 も友

人 も， さらには学校 まで も同 じといった具

合で した。.

ところが現在，このふたりは仕事の面だ

けでなく，その人生観や霊性の面でもまっ

た く違っています。確かにふた りとも仕事

の上では成功を収め，経済的に も恵まれた

立場にあ ります。 しか し，似ているのはそ

こまでです』ひとりは教会でも責任ある地

位に召され，両親 を敬 う子供たちに恵まれ

ています。彼の息子，娘たちは福音の教え

に従つて生活し， 自分 たちの立派な両親は

無論のこと，教会や地域杜会の誉れ となる

ように努力 しています。

一方
， もうひとりは教会か ら徐々に離れ

て行 き，教会員でない女性 と結婚 しました。

そして，や がて何人かの子供たちの父親 と

なったのですが， ともか くふた りの子供が

スピー ド違反，飲酒運転，薬物の乱用など

の違法行為 を始終起こしたまうで，彼には

悩みが絶 えません。

私 たちの周 りにはこの ように対照的な生

き方 をしている人がいます。そのよ うな生

き方に対 して私 はよ'しあ しを判断す るつも

りはあ りません し， 口を出す筋合 もあ りま
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せん。 しか しなが ら，後者の男性が必死の

思いで私 のところに助言を求めて来 た時に

私が思ったのは，人々 を信仰か ら引き離す

影響力が存在す るという ことです。このふ`

た りの男性 を現在の状態に至 らせたそれぞ

れの生活環境 をあれこれ考 えていると，エ

ペソの教会の長老に対す るパ ウロの警告 の

言葉が心に浮かんできました。パウロは こ

のように言っています。

「どうか， あなたがた自身に気をつけ，

また，すべての群れに気 を くばっていただ

きたい。聖霊 は，神が御子の血であがない

取 られた神あ薮会 を牧 させ るために，あな

たがたをその群れの監督者にお立てになっ

たのである。

わたしが去った後，狂暴なおおかみが，

あなたがたの中にはい り込んできて，容赦

な く群 れを荒すよ うになるこ とを，わたし

は知 っている。

また， あなたがた自身の中か らも，いろ

いろ曲がったことを言って，弟子たちを自

分の方に，ひっぱ り込 もうとす る者 らが起

るであろう。」(使 徒20：28-30)

後 にパウロは， イエス ・キリス トの福音

を受け入れたコロサイ人の愛 と忠実さ と希

望 を神 に感謝 した後で，次の ように警告 し

ています。

「あなたがたは，むなしいだましご との

哲学で，人の とりこに されないように，気
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をづけなさい。それは キ リス トに従わず，

世 のもろもろの霊力に従 う人間の言伝 えに.

.基くもあにす ぎない
。」(コ ロサイ2：8)

人の考 えに基づ く哲学に惑 わされ る人が

いる一方，信仰 によって様々な福音の教 え

を受 け入れることのできる人がいるのはな

ぜなので しょうか。中には トマスのような

.人もいヰす。 トマスは，復活 したイエスが

来 られた時，ほかの十二弟子 と一緒にいま

せんで した。主にお 目にかか ったことを聞

いた時の トマスの言葉を皆さんは御存 じで

しょう。 このように言っています。

「わたしは，その手に釘あ とを見，わた

しの指 をその釘あ とにさし入れ，また，.わた

しの手 をそのわきにさし入れてみなければ

ば，決 して信 じない。」

8日 の後，イエスが再 び来 られた時， ト

マスは他の弟子 たちと一緒にいました。イ

エスは トマスに言われました。

「あなたの指 をここにつけて，わたしの

手 を見なさい。手 をのば してわたしのわ き

にさし入れてみなさい。信 じない者になら

ないで，信 じる者 にな りなさい。」

そして，や っと真実を認め た トマスに，

救 い主はこのように言っておられます.。

「あなたはわた しを見 たので信 じたのか。

見ないで信ずる者は， さい わいであ る。」

(ヨハネ20：25， ・27，29)

私 た ちは，今の世の中ほど論争や不明確



なことが多 く， また反キリス ト感情が高 ま

っている時はなかったと考 えてい ないでし

ょうか。 もちろん，世界の人 口が増加 した

ことを考 えればそれも事実か もしれません

が， 異論 をとなえる人や迫害する者，人々

を惑 わせ て父なる神 の神聖 な計画 をくじこ

うとす る偽予言者はいつの時代 にもいまし

た。

1909年10月 の大会で， ジョセブ ・F・ ス

ミス大管長は次のように語っています。

「ことによると今 日ほ ど偽予言者の多い

時代，夢想家や偽 キ リス トの多い時代はか

つてなかったか もしれない。私たちはその

ような人々か ら手紙で， いろいろな指図や

脅迫をは じめ として，勧告や警告，彼らが

受けた とい う啓示 をほ とん ど毎 日の ように

受けている。

……愚かな考えを起こす者
，自分 の手で何

か教会のようなものを作る者には，その者 と

同程度に愚か で無知な者 たちが必ず追随す

る。そあ主張する ところが どんなに矛盾 を

は らんだも・のであって もである。忠実な末

日聖徒には，神が知 りたもうように，真理

を知 る権利が与え られている。 日の光栄の

王国の下 にあるどんな力も，忠実 な末 日聖

徒 を迷わせ た り，理解 を曇 らせ た り，心 を

鈍 らせた り， イエス ・キ リス トの福音の原

則に対す る信仰や知識 を曇 らせ ることはで

きない。これは不可能である。なぜ なら，

神の光は虚偽や誤 りの明か りよりも強 く輝

いているか らである。従 って，キ リス トの

光，啓示のみたま，神の知識 を持つ者はつ

世 のこれ らの気 ま ぐれ を超越す る。末 日聖

徒 はこの教義 を知 っている。そしてこれが

神の教 えであり，人の教 えでないこ とも知

っている。」(Co吻 廻η061～勿oγ'「 大会報

告 」1909年10月 ，pp.8-9)

大変 幸せ なごどに，私たちは福音 を知 り，

キ リス トが遣わされた目的を理解 していま

す。また私 たちは神 の予言者によって導か

れ，イエス ・キ リス トの福音の真理を証す

る教会幹部やその他の指導者の証に勇気づ

け られています。私たちは 自らの努力によ

って，この業が真実 なものであることを知

る ようにと励 まされています。 自ら学び，

祈 ることによってだれもがこの証 を得 るこ

とができます。

1935年10月 の総大会で，・当時十二使徒定

貝会会貝であったステ ィーブン ・L・ リチ

ャーズ長老は，次のように語 っています。

「霊に関す る事柄 を理解す るには
，科学

や その他宗教 に関係のない事柄 を理解す る

場合 と同様，高度の知性が要求 される と思

う。科学の分野や 実業の分野，その他あら

ゆる世俗的な事柄 における業績 とまったく`

同様に，宗教 の分野での業績や偉業 も価値

ある立派な，偉大なものであると私は考え

ている。
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けれどもまた，私はこのことを信 じる人

が世の中にそう多 くはいないように も思 う。

私 は確信 しているが，世の人々は霊的な生

活や宗教活動の真の役 目，価値 というもの

を自分だけの判断に よって非難しているた

め，宗教団体や霊的な概念， いわゆる自然

界 という枠 を越えたこの大いなる世界 と手

を結ぶこ とを避けてきた。私 には， このこ

とが人類 を襲 い得 る最大の不幸であるよ う

に思 える。そ して残念なことではあるが，

教会の若 人たちは， これ まで人の精神や考

えを飲み込んできたこの世の思想の影響か

ら離れ られないでいるように思えるのであ

る。」

このよ うに，この世の思想は霊界の存在

を否定す るものが多いのですが， リチャー

ズ長老は，そ うした思想の影響 を受けてい

る若 人たちを深 く憂 えて，次 のように述べ

ました。

「意図的にではないにして も
，若人へ の

教育が現在のそうした状況に大 きな影響 を

及ぼしていることは事実 である。信仰 を失

い，古来の習慣や伝統かち離れた若 い男女

が 多数見受け られることは，疑い ようがな

い。なぜ なら，昔なが らの習慣や伝統がな

おざりにされてきただけでな く，教育制度

やそれ をあずか る指導者 によって意図的に

無視され， また時には非難 されて きたか ら

である。
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私 は， この国の教職にある方々に，生徒

たちが 自分の先祖の信仰に影響を及ぼす こ

うしたあらゆる問題について心を広 く持つ

よ うに励 まして下さるようお願いするので

あるが， これは，私たちの教会の心情 であ

るばか'りでな く，若人に自分 たちの姿勢や

神の教 え，伝統 を伝 えようとするすべ ての

善良で信心深 い人々の心情で もあると確信

している。

私たちは， この数十年の問きわめて顕著

だったあらゆる科学の変遷や発達 を非常に

重視 してきた。その ような物質の世界す な

わち科学の世 界にあって，信仰 を失わせ る』

のはい とも簡単なことである。言葉 ひとつ

で彼 らの信仰 を根こそ ぎにして しまうこ と

もある。若人の考え方，人格の形成に影響

を及ぼす立場 にある方々は十分に配慮され

るよう強 く望む ものである。

私はひ とりの納税者であり，公立学校制

度 を支持する者である。私は公立学校制度

を推奨 し，民族文明化の最大の要 因のひと

つがそこにあると考 えている。 また私は常

にこの学校制度 を民主主義に不可欠の要素

として考 え，子供たちの教育 をゆだねてき

た。それ と共にまた，教育 を任せている人

人に，いかなる手段 であれ私 の子供たちの

信仰 を傷つけ，信仰の道か らそれさせ るよ

うな言葉 を口にした り， そのような考えを

そそのか した りする権利はないとも考えて



きた。

特 に私たちの教会の若人は，信仰の道か

らそれ させ ようとする影響 を受けやすい。

それは，(私 の考えでは)彼 らがキ リ.ストの

福音 を必ず しも十分 に， また正 しく理解 し

ていないか らである。時々私は，彼 らがあ

まりに も戒めや禁 じられていることを気に

しす ぎて，肯定的で，美 しく，喜び と元気

を与 えて くれるキリス トの福音 を十分に味

わえないでいるのではないか と心配するこ

.とがある。……

ともか くも若人たちが望む永続的 な満足.

感 ，っ ま り人生の本当の喜びや楽 しみは，

福音の原則を実行す ることによって得 られ

るのであり，福音の原則.に背いていては得

られ ないζ とを，私 た ち自身 が若 人に教.

え ることが できたら と私 は思 っている。」

(Co吻 ㎎%6θRのoκ`「 大会 報告」1935年

10月 ，pp.94-96)

.神 の戒めに従 わなければ幸福 も'ひの平安

もあ りません。福音を受け入れ，その教え

に従って生活 しなければ，救いすなわち永

「遠の生命にはあずかれ ないのです
。.また世

界の諸国や人々が直面 している問題で，イ

手琴 ・キ リス トあ福音によって解決 できな

い ものはあ りませ ん。 イエス6キ リス トは

私 たちに生命.と救いの計薗 を与 え， それに

よつて私たちが幸福 を味わい，永遠の生命

を受け られる ようにす るためにこの世に来

られたのです。

エペ ソ人に宛てたパウロの手紙 を思い起

こして下.さい。

「か らだは一つ
，御霊 も一つ である。あ

なたがたが召 されたのは，一つの望みを目

ざして召されたのと同様である。

主 は一つ，信仰は一つ，バプテスマは一

つ。

すべての ものの上 にあ り，すべての もの

を貫 き，すべてのものの内にいます，すべ

ての ものの父なる神は一つである。……

そ して彼は，ある人を使徒 とし，ある人

を預言者 とし， ある人を伝道者 とし，ある

人を牧 師，教師 として，お立てになった。

それは，「聖徒 たちをととのえて奉仕のわ

ざをさせ， キ リス トのか らだを建て させ，

わたしたちすべての者が，神 の子 を信 じ

る信仰の一致 と彼を知 る知 識の一致 とに到

達 し，全 き人とな り，ついに， キ リス トの

満ちみ ちた徳の高 さにまで至 るためである。

こ っして，わたしたちはもはや子供では

ないの で， だまし惑わす策略により，人々

の悪巧みによって起.る様々な教の風に吹き

まわされた りデ もてあそばれた りすること

がな く，

愛にあって真理 を語 り，あ らゆる点にお

いて成長 し，か しら.なるキ リス・トに達す る

のであるg」.(エ ペ ソ4：4-6，11-15)
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高価なる真珠
この特異なる聖典

ブ リガム ・ヤング大学

古代聖典学助教授

ジエームズ ・R・ ハ リス

予言者ジ ョセ ブ・

ス ミスが 高価 な る

真 珠 ， ア ブ ラハ ム

の書 の 第一 の挿 画

を写 し取 っ たパ ピ

ル スの 原本 。 こ の

貴 重 な写本 は他 の

16枚 のパ ピル ス と

共 に予 言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス が所 有

Lて い た もの で あ

るが，1966年 の初

め に再 発 見 され，

翌年 の!1月27日 に

ニ ュ ー ヨー ク 州 メ

トロポ リタ ン博 物.

館 か ら当教 会 に寄

贈 され た。
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あなたは 「高価なる真

珠」についてどの程度知

っていますか。次の質問

に答えて，この最も短い

標準聖典に対するあなた

の知識を試してみましょ

う。

正誤問題

1
モ ー セ の書 と ジ ョセ ブ ・ス

ミスの著 第1章 は ， ジ ョセ

ブ ・ス ミスが 霊 感 に よ り改

訂 した聖 書=の一 部 で あ る。

モ ー セ の 書 の 一 部 は 聖 書 か

2 ら完全に失われた聖文を回
復 したものであり，他の部

分は現存する聖典を改訳 し

たものである。

6
秘密結社は，モルモン経の

民の中にその起源がある

7
この世 の創 造 に お い て， 高

貴 に して偉 大 な る霊 た ちが

キ リス トを補佐 した。

8
エ ノ クは最 初 ，神 に仕 え る

とい う召 しを拒 ん だ。

.
ア ブラハムは ，族長 らの記9

この地 上 で記 され た最 古 の

聖典 は， ア ダム の覚 えの 書

3 .録
」 を も とに して彼 の記 録 て あ る。

を ま とめ た。

4
公 表 され て い るの はア ブ ラ

ハ ムの 書 の一 部 だ けで あ る。

10
福 音 は最 初 の人 ア ダ ム に教

え られ ，彼 はバ プ テ ス マ を

受 け た。

5サ タンはモーセを誘惑 した.11

1.モ ー セの書 とジョセブ ・ス ミスの著第

1章 は， ジョセブ ・スミスが霊感により

改訂.した聖書の一部 だろうか 。

モルモン経は，聖書か ら 「誰にもわか る

.非常に貴い多 くの部分
」が取 り去 られたこ

とを明 らかにしています。 この失われた聖

‡は回復 され るのでしょうか 。(1ニ ーファ

イ13：34参 照)果 たして原本 の ままの聖書

が回復 されるので しょうか。

1830年6月 ，ジ ョセブ ・ス ミス と組織さ

れて間 もない教会 は，.激しい迫害に見舞わ

福音の神権時代は数多く存

在 したが，高価なる真珠に

は7つ の主な神権時代につ

いて述べられている。

〔答 ：6番 以外はすべて正〕

れていました。主はそのよ うな苦難の最中

にある聖徒 たちを力づけ支 えるために，後

にオルソ.ン・プラッ トが 「モーセの示現」

と名付けた啓示を与えられました。この啓

示は教会の教義面 での発展に大き く寄与 し

ましたが， そればか りでな く，試練 と銀難

に耐え忍ぽ うと苦 しむ予言者ジ ョセブとそ

の同胞を即座に力づけたのでした。.予言者

ジ ョセブはその啓示について日記に次のよ

うに記 しています。

「しか しなが ら
，私 たちが切 り抜けねば

な らないあ らゆる試練 と銀難の中にある時，

私 たちのまだ組織 され たばか りでぜい弱な

状態 をよく知 っておられた主は私 たちを励

7
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まされ，『規則に規則を加え，ここにもす こ

しくかしこに も少 しく教 え』 を授けられた

のである。次に挙げるのは貴重な小編であ

る。」(モ ーセの書第1章 が続 く)」(「教会歴

史」1：98)

ジ ョセブ ・ス ミスはこの啓示 を受けたす

ぐ後に， ひとつの計画を実行に移 しました。

それは，長年 に亘 って多 くの時間 と，研究

と，祈 りによる考察 を必要 とするものでし

た。すなわち，霊感による聖書の改訂 を完

成す るこ とでした。モーセの書は霊感によ

り改訂された創世記から抜き出 した もので，

ジョセブ ・ス ミスの著第1章 は同 じく改訂

されたマ タイ伝 第24章 にあた ります。モー

セの書は予言者ジョセブの存命 中に編纂 さ

れ， 順次印刷 されました。(ジ ェームズ ・

R・ クラーク博士の研究 を基にした表 を参

照)

霊感により改訂された 初版の印刷日
聖書から・の抜粋

モ ー セ り1-42

モ ー セ21-5

モ ー セ61-42

モ ー セ643-68

モ ー セ7・/-69

モ ー セ81-30

1844年1月

59り833年4月(未 刊)

1832年8月

1833年3月

1832年8月

1833年4月

2.モ ーセの書は聖書を改訂 したものだろ

うか。それとも原本がそのまま回復され

たものだろうか。

モーセの書 を構成する8つ り章には，他

8

の聖典には記 されていない完全に回復 され

た聖文が数 多 く見られます。いわゆるエ ノ

クの予言からの引用 と呼ばれ る部分は，モ

ーセの書の中で
， また恐 らくは霊感によ り

改訂された聖書全体 の中で，最 も広範囲に

わたって回復 された聖文でしょう。この啓

示 を記録する前に，予言者 ジョセブは 日記

に次のように記 しています。

「ここで主が永遠の福音を持つ小 さな群

れに勇気 を与え，聖徒たちを強めているこ

とが伺がえる。その永遠の福音 とはモルモ

ン経の中に啓示 されていて，聖書の聖句に

さらに説明を加 えるものであり，その翻訳

はすでに開始 されていた。 旧約お よび新約

聖書の随所 に言及 されている書 で現在残っ

ていないものに関 して，聖徒たちの間に数

人の推測や憶説が流れたが，大方の見方は

それ らの書物が 『失われた』 というものだ

った。 しか し使徒の教会 はこれ らの書の幾

つか を所有 していた らしい。なぜならユダ

がアダムか ら数 えて第7代 目の予言者エノ

クの予言について述べ，あるいは引用 して

いるか らである。 しか しなが らコールズビ

ルか らカナ ンダイガ まですべて合 わせ て約

70名 の小さな聖徒 の群 れは喜んだ。主がエ

ノクの予言の中か ら次にあげる古代の人々

の行ないの数々 を啓示されたか らである。」

(「教会歴史」1：131-33)

エ ノ クの予言につ いては，時の絶頂にお

ける教会の中で は知 られ てい ま したが，

1830年12月 に 回復されるまで近代の キリス

ト教会からは失われていました。この予言

がもた らした知識によ り，教会貝はエノク

のシオンに倣 ってシオンを建設 しようとす

る、よう大 いに勇気づけ られたに違 いあ りま

せん。モーセの書第1章 の回復 と同 じよう



に;教 会の促進を強化するもの となったの

です。

3.ア ブラハム は，族長 らの記録をもとに

して彼 の記録 を書 いたのだろうか。

「先祖すなわち族長 らの記録」は代々守

られてアブラハムに伝え られ ました。彼は

この記録か ら霊感 を受けて次のように述べ

ています。「され，ば」わが後に来るべき子孫

のため，この記録にある若干かのことを努め

てここに誌すべ し。」(ア ブラハム1：31)

4.ア ブ ラハムの書 は， すべて公表 された

だろうか。

アブラハムの書 として現在知 られている

部分は，ノーヴーの定期刊行誌 「タイムズ・

ア ン ド・シーズンズ」に1842年3月1日 か

ら5月16日 に わたって掲載された ものです。

1843年2月 ，ジ ョン・テイラーがジョセブ・

ス ミスの跡 を継いで編集長にな りました。

彼は購読者に宛てた記事 の 中で，「ジョセ

ブ兄弟は，アブラハムの書か ら抜 き出され

た聖文 をさらに明 らかにす ると約 束してい

る」 と記 しまし々。 しか し，周囲の状況が

それを許さなかったよ うです。

アブラハムの書のまだ明 らかにされてい

ない部分には何が書かれているのでしょうか。

これは推測にすぎませんが，エジプ トでの

アブラハムの経験が引き続き記されている

のかもしれませ ん。 とレ・うのは，第1章 の

前に挿入されている 「アブラハムの書 より
うつし

採録せる写の第1」 が，第1章 の内容 と関

係があ り，第3章 の前に挿入されている 「写

の第2」 が， 第3章 の内容を補っているか

らです。このことか ら推論すれば， 「写の第

3」 はエ ジプ トにおけるアブラハムの経験

について記 した章に先立つ ものです。つま
さし え

り，ヒ の挿画はアブラハムの書の失われた

部分 を表 わしてい るのです。

この記録の内容が どれほ ど広範囲に及ん 』

でいるのか確かめるのは，不可能 なことで

す。3章15節 に よ'れば，アブラハムは神が

啓示 された真理 をエ ジプ ト人に教 えるとい

う召しを受け ました。そして，夫体や前世，

予任，創造に関する原則 を明細に説いてい

ます。そのほかに どのよ うな福音の原則 を

教 えたのでしょうか。第3の 挿画の説明に

は， 「王の宮廷に於 て天文の原理 につきて論

ず」 と記されてい ます。アブ ラハムはこう

して主が命 じられた ことを遂行 したのです。

パロはアブラハム を王座に座 らせ て，家の

者 と共に教 えを仰 ぎましたが，なぜそのよ

うにしたのか，理由は明らかになったこと

と思 います。

5。 サタンはモーセを誘惑 しようとしただ

ろうか。

誘惑 しました。(モ ーセ1：12-23参 照)

このように重要 で劇 的な出来事が， モーセ

が記 した聖書の中に見当たらないのは不思

議なことです。モーセ1：23に は，世の罪

悪のためにこの出来事は人の子らの間から

隠 された と記 されています。 しか し今や，

9
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ジョセブrス ミスを通して， このことが人

の子 らの間に再び明 らかにされたのです。

「サタン」や 「悪魔」 とい う名称 あるい

は称号は，創世記のいずれの章に も記され

ていませ んし，聖書のモーセの五書の中に

も見当た りません。 しか し，'高価なる真珠

のモーセの書には，最初 の7章 の中に32回

も現われてい ます。サ タンの存在は，た と

えイスラエルの陣営全体 には知 られていな

かった として も，アダム， カイン， ラメク，

エノク，そしてノアははっき りと理解 して

いたようです。高価 なる真珠か らサタンに

ついて以下の ことがわか ります。

a.サ タンはモーセの生涯にお いてモー

セを激 しく， また執拗に誘惑 した。(モ

ーセ1：12-22参 照)モ ーセか ら離れ

去るまで四度 「退け」と命 じられている。

b.サ タンは相 当な力を有す る一個の存

在で，神 の独 り子イエス ・キ リス トに

対する揺 るぎない信仰 を持つ人だけが

サ タンを退けることがで きる。信仰 の

篤 いモニセで も，力強い信仰の祈 りを

通 して主から力を授か るまでは，サタ

ンを震 えおののかすこ とはで きなかっ

た。(モ ーセ1：19-23参 照)

c.天 上 か ら落 とされ堕落 した状態にい

るサ タンは，光 の力に対抗 し，入を欺

き，あらゆる善い業や入を強め信仰 を

育む行 ないを妨げようとする。アダム

の時代か ら世のあらゆる時代 を通 じて，

.サタンは聖徒 たちに戦いを挑 んで きた。

(モーセ4：4;6：49;教 義 と聖約

76参 照)

d.サ タンは自由意志に より自ら公然 と

神に反抗 し，悪の象徴 となったひ とり

である。サ タンが見せかけだけの救い

10

の計画を提示 したことは，次の言葉か

ら明 らかである.「 われことごとく人類

を贈 いて一 人だに失 うことなか らしめ

ん。」サタンは人々を神 に.対す る信仰か

ら遠 ざけ るあらゆる哲学や策略を駆使

し， また手下 を使 って，.偽り.のプログ

ラム を教え続けてきたのである。さら

にこの言葉は悪 の根源が何 なのか を明

らかにしている。(モーセ4：1-4参 照)

「この地球上 の人類に関す る限 り
，

罪悪は前世 にその端 を発 している。永

遠の御父は霊の子供たちをもうけて，

彼らが成長 できるよう.に律法 を定め，

自由意志 を授け られた。神の こうした

律法に対する不従順は，必然的に罪悪

である。 したがって，罪悪を犯す可能

性がなければ，昇栄に向かって進歩す

る望み も存在 しないのである。ルシフ

ェルと天群の3分 の1の 霊は善 よりも

悪 を選び， 自由意志 を義 しく行使 し.な

かった。そしてついには，主に向かっ

て公然 と反抗 し，肉体 を受ける ことな

く地球に放逐 された。(モ ーセ4：1-

4;ア ブ ラハム3：24-28;教 義 と聖

約29：36-40;黙 示12：7-13)」(ブ ル

ース ・R・ マ ッコンキー
，M∂ ㈱ η

Do6魏 麗 「モルモンの教義」)

6.秘 密結社はモルモン経の民の中にその

起源があるのだろうか。

秘密結社は，ニーファイ人やジェレ ドの

民 を滅亡 させ る原因となったものです。(イ

テルS：21)し か し， その起源は リーハ イ



がエルサ レムを出発 した時 よりも， またジ

ェレ ドの民が西半球に住みついた時 よりも，

はるかに古い時代 にさかのぼ ります 。.

秘 密結社はどこで始 まったので しょうか。

モーセの書5章19節 は， カイン と秘密結社

の起源について述べてお り，11節 はその結

社が地上に存続.したことを明 らかに してい

ます。これ らの結社の特徴は，「生ける神」

のみ各によ り暗 黒の 誓約 を厳粛 に交 わ し

(モーセ5：29-30)， 仲 間同士が強 く結ば.

れ ，暴力 と恐怖によって 自らの力と利益を

獲得す ることばか りを考えていることです。

(モーセ5：51一55参 照)

これまで数々の偉大 な文 明が， カインの

秘密結社の力の前に崩壊 しました。 こうし

た歴史が再 び繰 り返 され る可能性があ りま

す。モロナイは後世の人々に次のように勧

告 しています。

「異邦人 よ
， これ らのことをあなたたち

に知 らせ るのは神 のみこころにかなうこと

である』これを知 ることによって，あなた.た

ちはその罪 を悔い改めることができ，また権

力を奪 い利益 を得 るために起 されるこのよ

うな殺 人結社 を抑 えて，あなたたちを支配

させ ないようにすることができる。 これだ

けでなく， もしこの結社 をあな たたちの中

にお く時 にあなたたちが受ける滅亡，すな

わち永遠の神の正義の剣が頭 の上へ落ちて

きてあなたたち.を亡ぼす ところの滅亡 をま

ぬがれ ることが℃ きる。

従ってこのような秘密結社が あなたたち

の間にできるのを見るときには，この結社

のためにあなたたちが受ける境涯の恐 ろし

いご とを思 って 自ら警めな くてはならない。

これは主が仰せになる命令 である。この命

令を守 らない と，すでに殺 された者たちの

血が，土の中か ら叫 んで秘密結杜 とこれを

助け る者 とに報いた まえと主にねがい求め

るか ら，その結社 とこれを助け る者 とは禍

である。」(イ テル8：23-24)

7.高 貴 にして偉 大なる霊たちはキリス ト

を助 けて この世の創造に携 わったのだろ

うか。

アブ ラハムの書に記 されている創造に関

す る記述は，現存する書物の中で最 も正確

な もので しょう。その記述には， とて も喜

ば しく， また特異な知 識を与える前置 きの

部分があ ります。それ にょれば，主はアブ

ラハムに， 「この世に先 だちて組織されたる

英智たち」(ア ブラハム3：22)を お見せに

な りました。

これらの.英智たち(霊 の状態の人々)は ，

高貴に して偉大なる もので，天における王

や女王 になる力 を持っていました。.アブラ

ハムは， このような英智のひとりであ.って，

生 まれる前から選 ばれていたと告げられま

した。高貴にして偉大なる霊の中に，「神の

如 き者」がひ とりいて，次のように言われ

ました。 「われら降 り行 かん。かしこに空間

あればな り。而してこれらの材料をとりて1

こ れらの者の住 まうべ き地 を造 らん。」(ア

ブラハム3：24)

「… …神々.最初に降 り行 きたまえ り
。而

して彼 ら.，すなわち神々は，天 と地 とを組.

織 し形造 りたまえり。」(ア ブラハム4：1)

これ らの聖句か ら，高貴に し.て偉大なる

霊たちが地球の創造 に携わり.、「自分の救の

達成」(ピ リピ2：12)に 努 めたことが分か
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りま す 。

8.エ ノ クは最初，主に仕えるという召 し

を拒んだのだろうか。

つてはエ ノクを排斥 して生命 をつけね らい，

シオンの社会 を破壊 しようとした世の中と，

末 日においてひ とつ になることが挙げられ

ています。シオ ンの民になろうと努めてい

る末 日聖徒は，エノクのような信仰 を発揮

できるで しょうか。

エノクを取 り巻 く人間社会では，暴力 と

人間中心の考 えが横行 していま した。人々

は 「暗黒の中に自らの謀 ごと」 を求め(す

なわち，みたまにおいて考 えるこ とをせず

に)， 「自らの憎 むべ き仕業の中に人殺 しを」

企みました。(モ ーセ6：28)

その ような民に伝遣する とい う考 えは，

エノクの心 を引きつけなか った ようです。

エノクは不平をもらしてこ う言 いました。

「われは年行 かぬ者に過 ぎず， すべての人

人われを憎む。われは口重 き者 なればな り，

いかで汝の僕な らむや。」(モ ーセ6：31)

エ ノ クのすべ ての反論は，命 じたこ とを

行な うようにとい う主の短い訓戒の言葉に

より一蹴 され ました。エ ノクの生命は守 ら

れ，彼の口は主の言葉 に満 たされ，その言

葉はすべて成就 して， 山や 河，獣や人が彼

の中に宿 る神の力に従 ったのです。

エノクは主のみ顔 を直接拝 し，時の終 り

に至る.まで人類の未来を示現 で見ました。

その中で最 もすばらしい部分が，モーセの

書第7章 に記されてい ます。この章は聖見

者エノクの生涯 を簡潔にまとめた ものです

が，エ ノクはイエス ・キ リス トの誕生，伝

道，死そして復活を示現で見て， キ リス ト

の証 し人になったのです。

エノクは末 日に起 こる主な出来事 を記 し

ていますが，その中には天に取 り上げ られ

たエ ノクの市が地上に帰ることも含め，か

9.地 上におけ る最 古の聖典は，アダムの

覚えの書だろうか。

古代 の族長たちは，聖霊に導かれるまま

に記録 を記 して，聖典の最：初の著者にな り

ました。父祖アブラハムはこれらの記録 を

もとに して，その子孫のために記録 を残 し

ました。

「……われは今後われ 自らよ りさかのぼ

りて創世 の前に至る年代記 を描かん と努む

べ し。そはわれがその記録 を手に入れ し故

に して，今に至る までこれを所有せ り。……

され ど，神権 の権能に関する先祖すなわ

ち族長 らの記録 は，主 なるわが神わが手の

中に守 り置 きたまいぬ。 この故に…… わが

後に来 るべ き子孫のため， この記録にある

若干のことを努めてこ こに誌 すべ し。」

(ア ブ ラハ ム1：28，31)

「こ こに一部の覚えの書誌 さる，その中

に誌す ところはアダムの言葉にてな り。そ

は霊感の 『みた ま』によ りて書 き誌すため

に，神 を呼び求めた る者にみな与 えられた

ればな り。
よみ

この者たちに よりて，その子供 たちは読
か

書 きを教 えられ，その言葉は清 くして汚れ

なか りき。

さて始め よ り在 りしこの神権(神 権の祝

12



福師の位)は ，この世の終 りに も在るもの

なり。

さて，アダム聖霊に感 じてこの予言を語

りた…… りき。」(モ ーセ6：5-8)

10.最 初 の人(ア ダム)は ，福音を学んで，

バプテスマを受けたのだろうか。

キ リス ト教の教義 は，キ リス トがこの世

で教 えと導 きを施 され る以前に， 詳し く説

かれていました。神 は時の絶頂 に至るまで，

救 いの完全なプログラムを人類に啓示 され

なか ったのではあ りませ ん。最初にキ リス

トの福音を聞いた人はアダムでした。エノ

クは揖 の人々に悔い改めを叫んだ時，その

説教の中でアダムの教えを尊重 するように

訴えました。

また，エ ノクは どの ように してアダムが

バプテスマ を受け，義認と清めの教義 をは

じめ，堕落 と贈罪，イエス・キ リス トを信 じ

る信仰，悔い改め，バプテスマ，聖霊の賜

を授ける按手礼につ いて理解す るよ うにな

ったか説明 してい ます。さ らに， ア ダムが

霊的に生 まれ変わった ことと，神 の御子 の

神権の聖 なる神権 を有 していたことを宣言

しました。.(モ ーセ6：51-68参 照)

アダムのバ プテスマについては，モーセ

6：64に 詳 しく記されています。アダムは

「主の 『みたま』 によりとらえられ行 きて

水の中に引き込 まれ，水 中に沈め られて，

また本の中よ り引き出された り。」

11， 高価 なる真珠 には7つ の主な神権時代

について記されているだろうか。

この聖典の中には，7つ の主な神権時代

が描かれています。

a.ア ダムの神権時代…… モーセ3，4，

5，6

b.エ ノ クの神権時代…… モーセ6：25

-8：2

c.ノ ア の神権時代……… モーセ8：8

-30
， エ ノク

の示現の一部

d.ア ブラハムの神権時代……アブ ラハ

ムの書すべて

e.モ ーセの神権時代…… モーセ1(概

括的な意味で

は，モーセの残

りの書も含む)

f.時 の絶頂の神権時代… ジョセブ ・ス

ミス1

g.時 満 ちたる神権 時代…ジョセブ ・ス

ミス2， 信仰

箇条

高価なる真珠に述べ られているこれ らの

神権時代 に共通 した考 えは，すべ ての人が

光 と真理 を進んで受け ようとするならば，

それを受 けるこ とがで きるということです。

またこの小 さな書 は主が地上 に降 りてきて，

神 との仲介者 として社会に， また努力す る

人々に祝福を授けられた数千年間の状態に

つ いて言及 しています。確かに，他に類を

見 ない特異な使命 を持 った書物であると言

えるでしょう。その中には特定の真理 と.

神 より啓示 され た高度な神学が記 されてい

るのです。

13
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1.ア ダ ムー 「す べ て の 人 の 最 初 な る 者 」

(モ ー セ1：34)， ミ カ エ ル(教 義 と聖

約107：54)， 「日の 老 い た る 者 」(ダ ニ エ

ル7：9)， 「神 権 は 初 め に ア ダ ム に与 え

ら れ た 。 彼 は 最 高 の管 理 者 と し て の 地 位

を得 た 。 … … 主 か らそ の 管 理 者 と し て の

地 位 と権 能 を受 け た 。」(「 予 言 者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス の 教 え 」pp.157，169)。 創 世

5：3-5;モ ー セ3：7;6：10-12，

67;ア ブ ラハ ム1：3;教 義 と聖 約84：

16;歴 代 上1：1;ル カ3：38

2.イ ヴ(エ バ)一 創 世320;モ ー セ4

26，5：1-2

24;歴 代 上121ル カ337

8.エ ノ クー25歳 で ア ダ ム よ り神 権 を受 け

る(教 義 と聖 約107：48-49)。 創 世5：

18-24;モ ー セ6：21，25;7：68-69;

8：1;歴 代 上1：3;ル カ3：37。 エ

ノ ク とエ ノ ク の 市 は 天 に取 り上 げ ら れ た 。

(注 ：カ イ ン の 息 子 の エ ノ ク と混 合 し な

い こ と)

9.メ トセ ラ(メ ツ セ ラ)一100歳 で ア ダム

よ り神 権 を 受 け る(教i義 と聖 約107：50)。

創 世5：21-27;モ ー セ8：2-7;歴

代 上1：3;ル カ3：37

3.セ ツー69歳 で ア ダ ム よ り'神権 を受 け る

(教 義 と聖 約107：42)。 創 世4：26;5

：4-8;モ ー セ6：3，13」16;歴 代

上 ：1;ル カ3：38

10.レ メ ク(ラ メ ク)一32歳 で セ ツ よ り神

権 を受 け る(教i義 と 聖 約107：51)。 創 世

5：25-31;モ ー セ8：5一 一11;歴 代 上

1：3;ル カ3：36

4.エ ノ ス(イ ノス)一134歳 で ア ダ ム よ り

神 権 を 受 け る(教 義 と聖 約107：44)。 創

世4;26;5：6-11;モ ー セ6：3，

13-18;歴 代 上1：1;ル カ3：38

11.ノ ア ー10歳 で メ ツ セ ラ よ り神 権 を 受 け

る(教 義 と聖 約107：52)。 創 世5：28-

32;モ ー セ8：8-30;歴 代 上1：4;

ル カ3：36

5.カ イ ナ ン(ケ ナ ン)一87歳 で ア ダ ム よ

り神 権 を受 け る(教 義 と 聖 約107：45)。

創 世5：9-14;モ ー セ6：17-19;歴

代 上1：2;ル カ3：37。(注 ：ハ ム の 息

子 ， カ ナ ン と混 合 し な い こ と)

6.マ ハ ラ レ ル(マ ハ ラ リー ル)一496歳 で

ア ダム よ り神 権 を受 け る(教 義 と聖 約107

：46)。 創 世5：12-17;モ ー セ6：19-

20;歴 代 上1：2;ル カ3：37

7.ヤ レ ド(ジ ェ レ ド， ヤ レデ)一200歳 で

ア ダ ム よ り神 権 を受 け る(教 義 と聖 約107

：47)。 創 世5：15-20;モ ー セ6：20一

12.セ ム ー セ ム 族 の 始 祖 。 創 世5：32;10

：21;11：10;モ ー セ8：12，27;歴 代

上1：4;ル カ3：36

13.ア ル パ ク サ デー 創 世10：22;1110-

13;歴 代 上1：17;ル カ3：36

14.シ ラ(サ ラ)一 創 世10：24;11：12-

15;歴 代 上1：18;ル カ3：35

15.エ ベ ル ー 創 世10：24;11：14-17;歴

代 上1：18;ル カ3：35。 ユ ダ ヤ の 言 い

伝 え で は ， ヘ ブ ル の 語 源 は エ ベ ル の 名 に

あ る と され る 。
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16.ペ ル グー 「彼 の 代 に 地 が 分 か れ た」(欽

定 訳 創 世10：25よ り和 訳 。教 義 と聖 約133

：19-24を も参 照)。 創 世11：16-17;歴

代 上1：19;ル カ3：35

171リ ウ(レ ウ)一 創 世11：18-21;歴 代

上1：25;ル カ3：35

18.セ ル グー 創 世11：20一 一23;歴 代 上1：

26;ル カ3：35

.19.ナ ホ ル ー 創 世11・22-25・.歴 代 上 ・ ・

26;ル カ3：34

20.テ ラー 創 世11：24-27;歴 代 上1：26;

ル カ3：34

21.ア ブ ラハ ム(ア ブ ラム)一 創 世11： .26

-27;歴 代 上1：27;ル カ3：34

.22
.カ イ ン7創 世4：1;モ ー セ5：16

23.ア ベ ル ー 創 世4：2;モ ー セ5：17;

24.エ ノ クニ 創 世4：17;モ ー セ5 .：42。

〔注 ：ジ ェ レ ド!ヤ レ ド〉 の 息 子 の エ ノ・
'ク と混 同 しな い こ と〕

25.イ ラ デ(イ ラ ド)一 創 世4：18;モ ー

セ5：43

26.メ ホ ヤ エ ル ー 創 世4：18;モ ー セ5：

43

27・ メ トサ エ ルー 倉泄4.：18・ モ ー セ5：

43

28.レ メ ク(ラ メ ク)一 創 世4：18-19;.

，モ ー セ5：.43-44.

29・ ヤ ぐ ル ー 創 世4：20・ モ ー セ5：45

30.ユ バ ル ー 創 世4：21;モ ー セ5.：45

31.ト バ ル カ イ ン ー 創 世4：22;モ ー セ5：

：46

32.ナ ア マ ー 創'世4：22;モ ー セ5：46

33.ハ ムー ハ ム 族 の 始 祖 。 創 世5：32;モ

ー セ8：12;歴 代 上1：4

34.エ ジ プ タ スー ア ブ ラ ハ ム1：21-23。

ハ ム の 妻 で あ り，.カ イ ン の 子 孫 。

35.ク シー 創 世10：6;歴 代 上1：8。 ク

シ は そ の 子 孫 と関 連 し て よ く 「エ チ オ ピ

ア 」 と訳 さ れ る 。

36.ミ ツ ラ イ ムー 創 世10：6;歴 代 上1：

8。 ヘ ブ ラ イ 語 で は 「エ ジプ ト」

37.プ テ ー 創 世10：6;歴 代 上1：8

38.ヵ ナ ン ー 創 世10：6;歴 代 上1：8。

カ ナ ン の 子 孫 は カナ ン 人 と呼 ば れ ， 彼 ら

の 住 む 地 は カ ナ ン と呼 ば れ た 。

39.エ ジ プ タ ス ー ア ブ ラハ ム1：23-26。

.
ハ ム とエ ジ プ.タ ス の 娘 で あ り， エ ジ プ ト

の 初 代 パ ロ の 母 。

40.ミ ツ ラ イ ム の 子 孫 一 創 世10：13-14;

歴 代 上1：11-12

41.ぺ .リシ テー 創 世10：14;歴 代 上1：12。

ミツ ラ イ ム の 子 で あ る カ ス ル 入 の 出 で あ.

り， ペ リシ テ 人 の 先 祖 。
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42.シ ドンー 創世10：15，19;歴 代 上1：

13。(フ ェニキアの町 シ ドンは彼の名にち

なんで名づけられた)

43.ヘ テー 創 世10：15;歴 代 上113。 子

孫 は ヘ テ 人 と して 知 ら れ て い る 。

44.ク シ の 子 孫 一 創 世10：7-8;歴 代 上

1：9-10

45.ニ ム ロデー創世10：9-12;歴 代 上1

：10。 バ ビロニアの帝 国の建設者 で，ユ

ダヤの伝承に よれば，バベルの塔 を建設

したのもニムロデであった。

46.ヤ ペ テ ー 創 世5：32;10：1-2，5;

モ ー セ8：12，27;歴 代 上1：4。 ア ー リ

ア 人 す な わ ち イ ン ド ・ヨー ロ ッパ 族(聖

典 で は 異 邦 人 と言 わ れ て い る)の 祖 と考

え ら れ て い る 。

47.ヤ ペ テの子孫一創世10：2;歴 代 上1=

5。 ヤペテの息子マダイは，その子孫 と

の関係か ら通常 メジヤ人と訳 される。ま

た，ヤペテの息子ヤワンは，ヘ ブル語 で

イオニアと同一 であ り，ギ リシャを意味

する。

48.ゴ メル の 子 孫 一 創 世10：3;歴 代 上1=6

49.ヤ ワ ンの子孫一創世10：4;歴 代上1

：7。 ヤワンの息子キ ッテム の名は， ク

プロ(キ プロス)島 とその住民に関連 し

て も用い.られる。

50.カ ナ ン人一創世10：16-18;歴 代 上1

：14-16。 ハ ムの息子であるカナンの子

孫に与えられた一般的な呼び方。
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51.エ ラムー創世10：22;歴 代 上1：17◎

チ グリス ・子一フラテスの最南端部地域

もこの名で知 られていた。

52.ア シ ュ ル ー 創 世10：22;歴 代 上1：17。

チ グ リス ・ユ ー フ ラ テ ス の 北 部 地 域 もア

シ ュ ル と し て 知 ら れ て お り， ア ッ シ リア

と訳 さ れ た 。

53.ル デ ー 創 世10：22;歴 代 上1`：17。 ル

デ の 子 孫 は ， 一 般 に ル デ 人 と し て 知 られ

て い る 。

54.ア ラ ム ー 創 世10：22;歴 代 上117。

・こ の 名 は ， シ リア と も 訳 さ れ る 。

55.ア ラ ム の 子 孫 一 創 世10：23;歴 代 上1

：17σ

56.ヨ ク タ ンー 創 世10：25-30;歴 代 上1

：19-23。 ペ レ グ の 弟 で ，13人 の 息 子 を

含 む 大 家 族 を擁 し て い た 。

57.ヨ ク タ ン の 子 孫 一 創 世10：26-29;歴

代 上1：20-23

58.ナ ホ ル ー 創 世1126-27。 祖 父 ナ ホ ル

と同 一 の 名 を持 つ 。

59.ハ ラ ンー 創 世11

2：1-2

26-28;ア ブ ラ ハ ム



「

神 につ ける民 とは

ロ ドニー ∵ターナー

イ スラェルの物語は，古今の一大叙事詩
です。その展望 ははるかに，永遠か ら

始まって時を下 り，再び永遠へ と流れ込み

ます。御父は御 自身のこの地上の土地 を，

イスラエルの民の数 に照 らして霊の子供 た

ちに配分 されました。

「いと高 き者は人の子 らを分け，諸国民

にその嗣業 を与 えられた とき， イスラエル

の子 らの数に照 して， もろもろの民の境を

定め られ た。主の分はその民であって，ヤ

コプはその定め られた嗣業である。」(申 命

32：8-9)

人類 に与え られた壮大 な計画 を考えてみ

た場合， イスラエルはその中心です。キリ

ス ト(エ ホバ)が 御父のすべての子供の う

ちの長子であるように， イスラエルは国々
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の長子です。モーセはノ『ロに こう告 げるよ

うに命 じられました。「主は こう仰せ られる。

イスラエルは わたしの子，わたしの長子 で

ある。」(出 エジプ ト4：22)

そ して， イスラエルが国々の長であるよ

うに，エフライムは十二支族の長です。イ

スラエルの末 日におけ る集合についてのエ

レミヤの次の予言は，読む入の胸 を打 ちま

す。「彼らは泣 き悲 しんで帰ってくる。わた

しは慰めなが ら彼 らを導 き帰 る。彼 らがつ

まずかないように，まっす ぐな道によ り，

水の流れのそばを通 らせる。それは，わた

しがイスラエルの父であ り，エフライムは

わたしの長子だか らである。」(エ レミヤ31

：9)

主 な るキ リス トも， イスラエル も，エフ

ライム も，それぞれ生得権 を持った長子で

す。

アダムや， ノアの洪水以前の族長たちが

霊においてイスラエルであったこ とは疑 う

べ くもありませ んが，現実のイスラエルの

家は洪水後数世紀 してか ち誕生 しました。

セムの子孫であるアブラハムがヘ ブル人の

先祖 と通常認め られています。アブラハム

は，聖なる神権の主権 と力 をもって地上 を.

治め るべ く予任された，神の 「高貴に して

偉大なる」子供のひとりで した。

主なる神がハランの地でアブラハムに姿

を現わされた時，彼は62歳 前後で した6

「わが名はエホバな り
。われは始めよ り

終 りを知 る。これを以て，わが手汝 を覆わ

ん。

われ汝 を大 いなる国民となし，汝 を限 り
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な く恵み，汝の名 をすべての国民の中に大

いならしめ，汝は汝の末の子孫に どり祝福

の基 とな りて，汝の子孫は万国の民にこの

導 きと教 えを施す職 と神権 とを携 えて行か

ん。

われ万国の民を汝の名によりて祝福せ ん。

この福音を受 くる者は皆汝の名に よりて呼

ばれ，汝のすえに教えられ，立ち上 りて汝

をその父 として祝福すればな り。

われは汝を祝す る者 を祝 し，汝 を誼 う者

を謁わん。また汝(す なわち汝の神権)に

より，汝のす え(す なわち汝の神権)に よ

る，そは この権能は汝に よりて継続 し， ま

た汝のすえ(す なわち文字通 りのすえ，汝

の体よ り出でたるすえ)に よ りて世界の春

族 ことごとく祝福 を得ん，すなわち福音の

祝福 にして救 いの祝福，すなわち永遠の生

命の祝福 を得ん と言 う約束を汝に与 うれば

な り。」(ア ブラハム2：8一 一11)

主 な る神のこの顕現を期 して，新 しい神

権時代が始ま りま した。アブラハムは大い

なる業 の基 を据える人であ り，選ばれた民

の族長 として，福音 を全人類 にもたらす人

でした。 またアブラハムの子供たちは，世

の光，地の塩 となるはずで した。アブラハ

ムの孫にあたるヤ コブは，その12入 の息子

の誕生の後にイスラエル，す なわち 「神 と

共に治め る」 とい う意味の新 しい名前を授

か りました。 この呼び名の詰まる ところは，

日の光栄の王国に昇栄 し，そこで永遠に神

と共に統治する男女 を意味 しています。

旧約聖書は本質的に見て， カナンで生 ま

れ，ハランに住み，エジプ トで死 んだセム



「

族の王子ヤ コブの一族 の， ロマンと栄光 と，

誉れ と恥辱に満 ちた物語です。英雄 と悪漢，

成功 と失敗， それに賢人 と愚人の物語です。

しか し，真，善，美をことさら求める私

たちは，イスラエルの歴史に邪悪や虚偽や

醜悪 も塗 りこめ られていることをつい忘れ

がちです。

アブラハムは，父親 の熱狂的な偶像礼拝，

妻の不妊，家族の不和， さらにはぎりぎ り

まで心 を試 されるな ど，苦労 しました。イ

サ クとりベ カは，ヤ コブに対する兄エサ ウ

の敵意が非常に激 しいため，ヤ コブが殺 さ

れは しないか と心配 しました。またヤコブ

は， しゅうとに欺 され，嫉妬深い妻たちに

悩み，姉妹のデナを誘惑 した仕返しに町の

男をことごとく殺す という息子たちの所業

に，不名誉 を被 りました。その騒動に族長

ヤコブは，「あなたがたはわたしをこの地の

住民……に忌み きらわせ，わた しに迷惑 を

かけた」(創 世34：30)と 言 っています。

その後， この息子たちは異母弟を奴隷に

売 り，死んだと報告してヤ コブを悲しませ

ました。そ してなお追い打ちをかけるよう

に，長子ルベ ンの近親相姦がまた もヤ コブ

の顔に泥を塗 りました。

イ、スラエルの家の出現に関 して他に も悲

惨な出来事や恥ずべ きことがあ りますが，

一族の起こ りに伴 う矛盾 した要素 を示すに

は以上 で十分で しょう。

イスラエルの劇の第一幕は ヨセブの死で

終わ ります 。この出来事 とモーセの登場 ま

でには数世紀 とい う沈黙の 間合 が あ りま

す。再 び幕が上がると，イスラエルは現実

に も霊的に も奴隷 となっていました。その

民 をこの二重のかせから解放するのがモー

セの使命で した。

彼 らが神 の力によって奴隷の身から解放

されたことは，アロンが杖 を投げ，モーセ

が手を差 し伸べた時の出来事に見る通 り明

らかです。 しか し，イスラエルは信仰薄い

民で した。 自分たちのために行なわれた奇

跡に もかかわらず，近づ くパロの軍勢 を見
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ると早々に不平を言い，水 を分けた奇跡の

1カ 月後にシンの荒野に到着する と， また 』

もやつぶやき始め ました。

主が彼 らに荒野 をさまよう40年 間の糧 と

して初めてマナを授けられたのは， こうし

た時で した。民が さらにレビデムでも不平

をこぼ し，次 いでシナイの荒野に宿営 した

時，恵み深い主はここで，彼らを御 自身の

選民，「祭司の国，また聖なる民」とす ると

言われたのです。(出 エジプ ト19：6参 照)

イスラエルは即座に， 「われわれは主が言

われたことを，みな行 います」(出 エジプ ト

19：8)と 応 じました。この 時，エホバ は

律法をモーセに啓示 され，民は従順になる

とモーセに約束 しました。 ところが，それ

か ら1カ 月も経たないうちに，アロンが民

の要求に屈 して，金の偶像 を作 らせて しま

ったのです。

「民はモーセが 山を下ることのおそいの

を見て，アロンの もとに集 まって彼に言っ

た，『さあ，わたしたちに先立 って行 く神を，

わたしたちのために造 って ください。わた

した ちをエジプ トの国から導 きのぼった人，

あのモーセは どうなったのかわか ちないか

らです』。」(出 エジプ ト32：1)

民 が， 自分たちが救 い出されたのは神 で

はな く，モーセのお陰だ と思 っていたこと

に注意して下 さい。イスラエルの民は奴隷

の精神 を脱す ることが できていませ んで し

たbこ.と 霊の奴隷 となると，個人や民全体

に 自由になろうという意志がなければ，い

かに神 とはいえ，人々 を解放することはで

きないのです。
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イ スラエルの民は， 自由にな り， また 自

由でいるための英知 と光明 と真理に欠けて

い ました。無知蒙昧であったために， 己れ

の手で造 り出した偶像に救 いを求めたので

す。

主は怒 り，彼 らを滅ぼす と迫 りましたが，

モーセが道をはずれた民のために とりなし

をして， ようや く難を逃れたのでした。 し

か しなか ら， キリス トの律法に従 う特権 と

メルケゼデク神権 の祝福 を，民は受け られ

ませんでした。

もはやエホバはイスラエル と共にお らず，

イスラエルの家全体は，後の時代 に至るま

でエホバのみ前に出ることがなくな りまし

た。真の自由を得 るための手段であるキ リ

ス トの律法の代わ りに，俗世的な戒めの体

系であるモーセの律法が与え られました。

こ うしてイスラエルは，再び 自由になる機

会 を1400年 も待たなければな らな くなった

のです。

聖書 を批評す る大方の人は，・モーセの掟

は近東の文化環境 を反映したにす ぎない と

考 えています。 しか しモーセの律法は もと

もとエホバか ら授けられ，それを僕たちが

説明した もので あり，意図す るところはイ

スラエルの道徳 と神に対す る忠誠 を，個 人

および全体 として より高い水準まで引き上

げ ることでした。

.モーセの掟には具体的に3つ のおもな目

的があ りま した。(1)荒 野 で生まれたイス

ラエルのまだ純真な新世代が，堕落したカ

ナン人の不道徳 きわまりない危険な礼拝様

式に毒 されないよう守 るこ と。(2)イ ス ラ



.エルの民に統一 した律法 を与 えることによ

り，彼 らがその律法に基づいて自らの時代.

の社会協定の一典型 を解釈 し， またさらに

洗練 したものにしていけるようにす ること。

(3)救 い主が時の絶頂に完全な福音 を回復

される時，イスラエルの民に真の 自由を受

ける備えがで きているように，肉欲 と奴隷

の精神 を捨てさせ ること。

この律法が 目的 を十分達 しなかったのは，

律法のせ いではな く，律法に背いた民のせ

いです。.イスラエルの民の不実ば，サムエ.

ル からイエス御 自身に至る予言者たちの警 .

告 と悲嘆 を招 きました。慈悲 をもって差 し

伸べ る主のみ手 も，民 を霊のかせか ら救 お

うとす るモーセの不屈の努力 も，.大して甲

斐はあ りませ んで した。モーセは告別の言

葉の中で，エホバがイスラエルの民にな し

てこられた様々なことを民に想起 させ まし

たが，「しかし，今日まで主はあなたがたの

心に悟 らせず， 目に見 させず，耳に聞かせ

られなかった」(申 命29：4)と 述 べていま

す。

この忠実な予言者は，戒め を繰 ゆ返 した

後，民の前途にあるふ たつの道を示 して忠

告 しました。「わた しは， きょう，天 と地

を呼んであなたが たに対する証人 とす る。

わたしは命 と死および祝福 とのろいをあな

たの前に置いた。あなたは命 を選ばなけれ

ばならない。 そうすればあなたとあなたの

子孫は生 きなが らえることが できるであろ

う。」(申 命30：19)

その モーセの名は残って も，忠告はやが

て忘れ られましたる忠実な人々がいる一方

で，偶像礼拝ののろいは諸悪 を伴い，イス

ラエルに代々つ きまといました。そしてソ

ロモン王の代になって，偶像礼拝に対 して

法的な認可 と支持が下 りました。それ まで

の為政者にはなかったことでした。 しか し，

ソロモンが十戒の最初のふたつの戒めを破

ることを公認したため，それがイスラエル

に与えた害悪 ははか り知れません。バール
ふう び

礼拝が紀元前8世 紀を風靡 したため，悔い

改め を叫ぶエ リャの声は黙殺 され ました。

木や石 でで きた神への信仰は，現代の物

質主義にも通 じるさらに巧妙 な偶像礼拝に

よ り， ます ます盛んにな りま した。予言者

イザ ヤは，真 の宗教 を相 いれない儀式主義

の偽善性 をこう糾弾しています。

「主は言われる
，『あなたがたがささげる

多 くの犠牲は，わたしになんの益があるか。

わたしは雄羊の旙祭 と，肥 えた獣 の脂肪 と

に飽いている。わたしは雄牛あるいは小羊，

あるいは雄や ぎの血を喜 ばない。

あなたが たは，わたしにまみえようとし

て来るが，だれが，わた しの庭 を踏み荒す

ことを求めたか。

あなたがたは， もはや，むなしい供え物

を携えて きてはならない。薫香は，わたし

の忌み きらうものだ。新 月，安息 日，また

会衆を呼び集めること一 わたしは不義 と

聖会 とに耐えられ ない。

あなたがたは身を洗って，清 くな り， わ

た しの 目の前からあなたがたの悪い行い を

除 き，悪 を行 うことをやめ，

善を行 うことをならい，公平を求め， し

えたげる者を戒め，みなしごを正 しく守 り，
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寡婦の訴 えを弁護せ よ。」(イ ザヤ1：11-

13，・16-17)

祭司や一般大衆 と，エ リヤ，イザヤ，エ

レミヤ， ホセア， ミカのような人々の態度，

信仰，行ないを対比すると，おのず とひと

つの結論が導き出され ます。イスラエルの

偉大さは一般大衆 ではな く，予言者たちに

集中していた とい うことです。

彼 らは何 と素晴 らしい人々であったこと

か。彼らが もしも時代のイス ラエ ルの民か

ら尊ばれていたならば，予言者の中の予言

者が地上に来 られた時に，彼 を受け入れる

用意が民にできていたことでしょう。 しか

し実際.には，律法 を授 けた当の約束のメシ

ヤは， その言葉 と行為が 自分たちの解釈に

合 わないか らという理 由で，律法の指導的
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}

遵奉者たちか ら拒絶 されたのでした。ユ ダ

ヤ人に見 る通 り， イスラエルはやがて一神

教 に帰依 しました。「イスラエルよ聞け。 わ

れわれの神，.主は唯一の主である。」(申 命

6：4)

長 い歴史を多神教 で通 して きた国家が，

エホバに立ち戻 る過程で，神 の子 と自称 し

ため を理由にそのエホバ を拒んだのは皮 肉

なことです。契約の民は約束の地に入った

後，様々な偽 りの神 にぬかず きましたが，

イスラエルの聖者であるイエス ・キリス ト

の前には，自分たちの信仰する 「唯一の主」

を怒 らせてはならないとしてぬかず こうと

は しませんで した。

モーセの律法は成就 されましたが，それ

はイスラエルによってではな く，エホバ 自

身によってで した。キ リス トは自分の民に

新 しい律法， より高度な律法 を示 され まし

た。モーセの律法のしきた りは子供のため

の規律であって，大入の もの ではなかった

か らです。パウロは次の ように記 した時ユ

ダヤ教か ら解放 された自分のこ とを考 えて

いたのか もしれませ ん。「わたしたちが幼な

子であろた時には，幼 な子 ら し く語 り，幼

な子 らしく感 じ， また，幼な子 らしく考 え

ていた。 しか し，お とな となった今 は，幼

な子 らしいことを捨てて しまった。」(1コ

リン ト13：11)

しか しユ ダヤ人は幼 な子の ままで した。

以前の奴隷時代 の名残 りがいまだにつきま

とっていました。彼 らはキ リス トにある自

由の 「よきお とずれ」 を拒み，霊のかせ に

舞い戻 ってしまったのです。

イスラエルは，父祖 アブラハム，イサク，

ヤ コブの教 えと模 範をないが しろにしたた

め，紀元前721年 に は十支族が，そ して紀

元70年 か らはユダヤ人が散乱することとな

りました。それは跡形も残さぬ散乱でした。

ユ ダヤ人の散乱に続いてたちまち大背教の

長 い夜がやって きま した。そして今，十二

支族の長子であるエフライムが，弟たちの

ために働 く準備 として国々か ら集め られて

います。

しか しながらイスラエルが，昔主がこの

言葉 を使われた時に意図された通 りの 「神

につける民」(1ペ テロ2：9)と な るまで

には， まだ しなければならないこ とがた く

さんあります。末 日聖徒が 自らを神 にづけ

る民 と呼ぶ時，それ は特定の神学的概念と

宗教習慣 とに根 ざしています。感情，感覚，

体 を持つ神，前世，死者 のための儀式，神

殿結婚，知恵の言葉 といった事柄に，私た

ちが神につける民 であることの証拠 として

あげられます。

これ らの尊い原則がユニー クであること

は否定で きませんが，，しか しそれはみな目

標 に達するための手段 でしかありません。

イスラエルの過去 の歴史やパ レスチナにお

ける歴史，それにアメ リカにおける歴史も，

教義や儀式や宗教的なしきた り一般がそれ

自体 で神 につける民 を生み出す ものではな

いことをよ く示 しています。

では，神 につけ る民とはどんな民 なので

しょうか。この言葉は聖書にしか 出てきま

せんが，改訂標準訳聖書の 「私の所有」 と

い う訳が本当の意味を反映 しています。神
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につける民とは，神 との関係が尋常 でな く，

特別な形で神の特性にあずか っている人々

です。エホバは， イスラエル が他のすべ て

の国民 と異なると言われたばか りか， その

相違は徳性，霊性 の優秀 さにあるとも言わ

れ ました。つ まり，聖なる民であるがため

に神につけ る民 となるのです。

使徒ペテロは同時代の聖徒 たちにあて.た

訓戒の中で，イスラエルに関 して持つエホ

バの大 きな目的を繰 り返 し強調 しています。

「しか し， あなたがたは，……，聖なる国

民，神 につける民 である。それに よって，

暗やみか ら驚 くべ きみ光に招 き入れて下 さ

ったかたのみわ ざを， あなたがたが語 り伝

えるためである。」(1ペ テロ2：9)

現代 のイスラエルが， その実 を生 じて初

めて，主につけ る民 となることは明 らかで

す。 しか し，全体は各部分の集合体 です。

シオンの町は心の清い人々の集 まりです。

各々の末 日聖徒が問わなければならないの

は，「私 たちは神 につける民だろうか」では.

な く，「彩 は神につける者だろっか」 とい っ

問いなのです。霊感によって改訂 された聖

書のマタイ5：13-14に は，「わたしはあな

たがたに，地の塩になれ と命 じる。……わ

たしはあなたがたに，世の光になれ と命 じ

る」 とあ ります。イエスは，弟子たちが塩

である，光であると言われたのではな く，

そうな りなさい と命 じておられ るのです。

アブラハムの契約 の子孫は， 人類 の救い

手 となるべ き使命 を持 っています。救いの

教えを万人に宣べ伝 えるために選ばれた人

人なのです。
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真 の教会に加わ り，神 の予 言者たちに導

かれ，生命 と救いの原則を教えられ，神権 の

祝福 を受け，聖霊の言語に尽 く.せぬ賜 を享

受するのは特権です。 多くがす でに与 えら

れています。 これか ら多くが求め られるこ

とでしょう。現代のイスラエルが実際に神

につける民 となり，聖 なる国民 となるため

の手段 はすでに備 えられています。主 も，

主の真の弟子 たちも道 をはずすこ とはあ り

ません。

かの喜ば しい 日が来 る時， エホバはつい

に神につける民を我が もの とす るで しょう。

エ ノクの 「聖なる市」.の よ うに， イスラエ

ルは主 の山に登 り，主 イエス ・キ リス トに

喜 びまみ えるのです。聖徒 たちは主の所有

となります。もはやイスラエルは，主 に対

す る知識 を予言者たちに頼る必要 はあ りま

せ ん。主があらゆる国民 を裁 き，主め民を

清めるからです。

「ついにい と小さき者 よ りいと大 いなる

者に至 るまでこ とご とく，その中に留 まれ

るわれ を知 りて主に就ける知識に充たされ，

目と目と相見，.人々声 を挙げ共に声 を合せ

てこの新 しき歌 を唱わん。すなわち，

主は再びシオン を興 しませ り。主は恵み

もてその民イスラエルを選み，、かれ らを蹟

いた まえ り。そは，先祖の信仰 と誓約 とに、

よりて恵みに入 りしな り。」(教 義 と聖約84

：98-99)



「

レ

聖書が

回復の業の中で

果たした役割

日 バ ー ト ・J・ ・マ シ ュ ー ズ

聖書 は最初 の示現 への導 因 となった だけで な く，聖書 以 タトの聖典 の存 在 を明

らか に し， さらに他 の啓 示 が与 えられ る糸ロ を もた ら した。 また，福 音 の重

要 な原 則 の回復 に も寄与 した。
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ア ダム セ ツ

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会は聖書に

は古代の予言者に示された神のみ言葉が載

せ られているという見解 に基づ いて，聖書

を信 じているということをこれまで変わ る

ことな く宣言 してきた。予言者ジ ョセブ ・

ス ミスは，人は 「聖 なる書物に神御 自らの

手による言葉 を見 ることができる。そして

しばしば聖典 を読む人は， そのことに無上

の喜びを感 じるであろう。またそれに通 じ

ている人は， そのすべての中に(神 の)み

手を認め る」 と言 っている。(ジ ョセス・ス

ミス，7滋 論勿9S(ゾ 漉6P70助6'ノbs6助

S〃Z励 「予言者 ジ ョセブ ・ス ミスの教 え」

P.56>

言 うまでもないことであるが，聖書は最

初に書かれた時の姿をそのままには とどめ

ていない。そのことについて ジョセブ ・ス

ミスは次のように述べている。「われ らは，

正確に翻訳されたる限 り，聖典 は神 の御言

葉なりと信ず。」(信 仰箇条第8条)こ こで

用いられている 「翻訳」 という言葉の中に

は，書写 という意味 も含 まれていると考え

て然るべ きである。つ まり誤 りは， ある言

語か ら別の言語へ と翻訳されてい く過程に

おいてだけでな く，同じ言語でも，ひとつ

の稿本か ら筆記転写 して他の稿本 を作 ると

いう場合に もあった とい うことである。聖

書にある問題 というものが主 として脱落遺

漏に関す るものであることは明 らかであ る。

極端 な誤 りとい うものではないが，多 くの

重要な箇所が抜けているのである。このた

めに意味の不明確な箇所が幾つか見受け ら

れ る。

ジョセブ ・ス ミスはこの点について，さ

らに次の ように述べている。「最初に書かれ

た時の姿 をとどめているものである限 り，

私は聖書 を信 じる。無知 な翻訳者，不注意

な写字生，悪意を秘めた堕落 した聖職者た

ちによる多 くの誤 りが ある。」(「教 え」p.

327)

聖 書はモルモン経の中ではユダヤ入の記

録 として紹介 されているが，ほかに も幾つ

かのことが書かれている。最初予言者たち

が霊感に よって記録 した時はわか りやすい
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わたし ちい ころ

ト ボガンぞ りは･私 の小 さ噸 のだい す いえ

大好 きなスポー ツで した。家の
うら や ま しゃめん か ぎ ひろ

裏には山の斜面 が限 りな く広が って
お も たの

いたので,思 うぞんぶ んそ りを楽 し
もん

む こ とがで きました。 ただひ とつ問
だい わたし

題 といえば,私 のそ りにはひ と りし

かのれなかった とい うこ とです。
ぐらい

10さ い 位 の とき の こ とです 。 あ る

ひ ともだち や ま

日,ふ た りの友達が いっしょに山の

解認蜘 響⑳

うえ こ や い わた し

上 の小屋 に行 こうと私 をさそいま し
こ や

た。 その 小 屋 とい うの は,た だ まわ

なみがた いた か こ

りを波形の トタン板 で囲ってあるだ
かぜ ふ

けで,そ れ も風に味かれて ぐら ぐら
いた さ き すこ ま

して いました。その板 の先 を少 し曲
いた

げるだけで,ト タン板 はみ ご とな ト
か

ボガンぞ りに変わ るのです。
ほう か ご と い え

放 課後,私 はか なづ ちを取 りに家
かえ ちぢ そ と で

に帰 りました。父が外に出ていたの
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4月18日

お田さんが,自 分のまオりりにおきた

ことを書きなさい,と 言って,こ の日

記ちょうを買ってくれた。

5月21日

学校から帰ってきても,お 田さんは

まだパンをやいていなかった。そうや

くそくしたのに。お冊さんは,ベ ッド

でまたねている。でも家の〔Pを見ると,

1日 中ねむっていたみたい。

お父さんが帰ってくるまで,ス ーザ

ンの家で遊んだ。それからタごはんを

食べた。お田さんはおなかがすいてい

なくて,お 父さんは少ししか食べなか

つた。

譜 ノP,

私の日記
5月22日

ゆうべ,お 父さんがわたしのところ

にきて言った。お田さんは,重 い病気

なので,わ たしが家の中のことをもっ

としなければならないって。きょう,

はじめてお父さんがないたのを見た。

もう夜です。きようは/日 中はたら

いたのでつかれた。

5月24日

水曜日からお休み,う れ しいな。学

校へ行ってから家のことをするのはと

ってもたいへんだ。わたしはまだ10さ

いでよかった。とうぶんけっこんはし

ないわ。だって,家 のことをしていた

ら遊ぶひまがないんだもの。スーザン

は,わ たしがいっしよに遊ばないから

レイ･メ リ ッ ト

なまいきだって。でもスーザンのお田

さんは病気 じゃないもの。

5月25日

きようのプライマリーは楽しかった。

ハント姉妹が,ロ レンゾ･ス ノー大管

長のことを話してくれて,｢天 のまど｣

というえいがを見た。

わたしの家にも天のまどが開かれた。

お田さんが,ち ゃんと洋服に着がえて

食事を作ってくれたの。

みんなでいっしょに食事をして,お

話 したりわらった りした。 お父さん
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やくのが好きになりそう。子供たちも

その方が好きにきまってるわ。テーブ

ルをみがいたりするのはいいけ'れど,

おふろのそうじはいや。スーザンの家

みたいに4人 も男の子がいなくてよか

ったと思うわ。男の子がおふろに入っ

た後はきたないもの。

夜は,､お 父さんとわた しがこうたい

でお田さんにモルモン経を読んであげ

るの。お田さんが好きだから。わたし

は,ぜ んぶはわからないけれど,読 む

といい気持ちになる。

お父さんは,わ たしにいろいろなこ

とを話すようになった。夜,お 父さん

は,お 田さんがもうじき遠くへ行って

しまうと≡った。お父さんは私をだい

た。お田さんは,も う死ぬかも知れな

いQ

8月8Eヨ

起きると,お 父さんもお圧}さんもい

なかった。ハント姉妹が朝ごはんを作

っていた。お冊さんが夜中に苦 しくな

ったので,お 父さんが病院へ運んで行

ったのだそうだ。少 しの間,わ たしは

ハント姉妹の家に行くことになった。

8月12□

夜,お 父さんが来てハント兄弟姉妹

と話しているのが聞こえた。私のとこ

ろに来てくれると思ったけれど来なか

った。なぜかわからないけれど,わ た

しは起きてお父さんのところに行けな

かった。
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8月13日

目をさますと,ハ ント姉妹がいた。

ハント姉妹が何を言おうとしているの

かわたしにはわかった。｢お田さんは,

天のお父様のところに帰られたのよ｣

とハント姉妹は言った。わたしは.だ

まってうなすいた。ハント姉妹が出て

行った後,わ たしはふとんに顔をうす

めてないた。

8月17日

おそう式のことはあまりおぼえてい

ない。白い服を着たお田さんは,と っ

ても幸せそうだった。ぜんぶゆめだと

思 っていた。早く起きてまた楽 しい家

族にもどらなくぢゃと思ってみた。た

めしにほっぺたもつねってみた。みん

な行ってしまって,お 父さんとふたり

だけになった。ほんとうに静かだ。

9月10日

早くお父さんにこのゆめを話 してあ

げよう。ゆめの中で,お 田さんはにこ

にこしていた。前みたいにきれいだっ

た。わたしは,お 田さんのひざにすわ

っていた。お田さんのかみは,花 のに

おいがした。お田さんはわたしに,｢幸

せになってね,ま たみんないっしよに

なれるのよ。｣と言った。とっても幸せ

だつた。

びっくりしたことに,同 じ日に,お

父さんもお母さんのゆめを見た。お父

さんは,あ したピクニックに行こうと

言った。ふたりで。

ノ



。･(§詳〉).つ運§⊃ぱつし【へo↓準q).η>4§幹～尋》ゑα60

陣し4･4`?マ･4`辺M`(潔4`つ←工1`管`4んy`T(49ア卑`預2毘

･4もしρ'y窒`阜⊃樟塗1。享準･A}つ4§畢4/一Ψ(〃准麺§4去(〃缶(〃04マ

乙茸･字〔を(禦=に2

n♀葺〉ユつ=に。巨甑8
`ユ
.自(二肖聖葺〉(ヨコ回

し｣

､'

O

" ､
O

窃

O

灘
難､
∠

老
。螂

O

＼
｣
ウ
漁

､

ψ

聴

"'＼

⇒レ
ノ

醤

､己

ノノ

綴夕
%

嚢
韓

ー

.r

璽
諺

'

ぐ
環

を
秘

し
､ 瓢ノ､翁
鵠 薄徽 耐

､
う

諺･多

.､}ノ'み
ー

J

畔3勲詳ノγ二¥暑

勲畔毛1身マ§耳(ぎ

σ}

餐､陣
2割d購昏9



みんながいるよ

おなじ年のともだぢもいる謬

年をとったともだぢもいるよ 強くてゆう気のあるともだぢもいるよ

もいれば,

足が4つ あるともだぢや

2本 しかないと もだ ぢ,

雛

鰭
麟
輪

4鴫 ま

ヒンヒンなくともだちや,

ニ ャー ニャーなく

およげるともだぢ,

鹸

だからさ,ち っともさびしくないよ

だれでもみんな,と もだぢだもの



(28ペ ー 況よ り?つ く)

ものであったが，長 い年 月の間に，わか り

やす く貴い多くの部分が抜 き取 られた とい

った事柄 である。 しか しモルモン経には，

聖 書の中か ら抜 き取 られた部分が回復 され

るだろ うという予言 もある。実際，.「誰にも

解る貴い」(1ニ ーファイ13：28)多 くの記

事が，モルモン経，教義 と聖約，高価な'る

真珠，霊感によって訳 された聖書など， ジ

ョセブ ・ス ミスに与えられた啓示 を通 して

回復 されて きたのである。

回復によっ七聖書の理解に役立つ多 くの

光が投 じられ，聖書本来の姿が明 らか にさ

れてきたことは疑いを入れないことである

が， この回復 と聖 書 との関係 は，その逆 も

また真な りと言える。すなわち，聖書が回

復 の業の中にあって果たした役割は，他に

比較 し得 るもののない，必要不可欠の もの

であった とい うことである。これは福音の

基本的な教 えの多くを見れば， よく理解 で

きることである。

聖書 と最初の示現

回復の物語は聖書に 目を向け るとい う注

目すべ き出来事 に端 を発 している。

「私は新約聖書ヤコブ書第一章第五節の

『汝らの中もし智恵の欠 くる者 あらば
，惜

しむことな く， また讐むることなく，すべ

ての人に与 うる神に求むべ し， されば与え

られん』 とい う所 を読んでいた。

どの聖句に もまさって， この時 ほどこの

言葉が私の心に真に力強 く迫って来たごと

はない。それは私の心の底 と言 う底 を大き

な力で貫 き通すような気が した。私はこの

、

言葉 を再三再 四思いめ ぐらして，……ひと

つ神に願ってみようと決めた。」(ジ ョセブ・

ス、ミス、2：11-13)

ジ ョセブの祈 りは答えられ，人類の歴史

上最 も大いなる霊 的な示しと言 える顕現 を

授 けられたのである。彼は御 父とその御子

に まみえ，言葉 を交 わした。この最：初の示

現 を通 して ジョセブは様々な事柄 を学んだ。

その中で も大切 な事柄は，祈 りを聞きそれ

に答 えて下 さる神 がお られ るとい うこと，

また御父 と御子は別々の御方であ り，御二

方 とも人の形をしてお られ るとい うことで

ある。回復 された福音のこれ らの基本原則

はすべて，歴史的にも神学的にも，ヤ コブ

書第1章 第5節 と最初の示現 とを接点にし

てつなが りを持 っている。

聖書 と天使モ ロナイ

最初の示現から3年 後のこと，予言者は

幾度か天使モロナイの訪れ を受けた。モロ

ナイが ジョセブ ・ス ミスに与えた メッセー

ジの中で特に大切 な事柄は，モルモン経を

世 に現わす ことについてであったと思われ

るが，同時にモロナイは，聖書か ち多 くの

聖 句を引用 し，説明を加 えた。この第一の

目的は，年若い予言者に，主の末 日の計画

に対す る備 えをさせ るためであった と思わ

れ る。

予言者の言葉か ら， モロナイがマラキ書

第3，4章 ，イザヤ書第11章 ，使徒行伝第3

章 ， ヨエル書第2章 などを引用したことが

わかる。 しか しジョ，セブ ・ス ミスは，モロ

ナ イがほか にも多 くの聖句を引用 し，説明

37.
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を加 えた と述べている。(ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス2：36-41参 照)予 言者の記録か らはそ

れが聖典 のどこに当たるのかは明らかでな

いが， オリヴ ァ ・カウ ドリが1835年 の2月

から4月 にかけて 「末 日聖徒の使者 とその

唱道者」(加 舵処4の 翫初なハ46ss6ηgθγαη4

・4伽06碗)誌 上にこの件 に関する一連の書簡

を発表 している。その中で彼は，天使 モロ

ナイの教えの主な目的は若い予言者に末 日

に地上で行 なわれる神 のみ業 と，予言者の

召 しの大 きさがいか なるものであるかその

全体像を理解 させ， そのみ業に備えさせ る

ことにあった と述べている。その教 えの中

には，旧約聖書か らの聖句が大切な要素 と

して含 まれていた。オ リヴァ ・カウ ドリは，

モロナイが引用 し説明した聖句の一部 とし

て，詩篇100，107，144篇 ， それにイザヤ書

1，2章，エレミヤ書31章 を挙げている。(「末

日聖徒の使者 と唱道者」第1巻 第7号 ，1835、

年4月 ，pp.109-112参 照)ジ ョセブ ・ス ミ

ス自身の言葉に よると，モロナイは幾つか

聖句 を引用 し欽定訳聖書 とは少々言葉 を変

えて話 した とい う。(ジ ョセブ ・スミス2：

36-39参 照)

最初 の示現 とモロナイの教 えとに よって，

ジョセブ ・ス ミスは聖書への理解の 目を大

きく開かれた。彼はそれが神の霊感によっ

て書かれたことを知 ると同時に， 中には原

意を伝えるために訂正 を要する箇所 もある

というこ とを悟 った。

聖書 とモルモ ン経の翻訳

予 言者はモルモン経の翻訳に携わ り，ひ

とつの言語か ら他の言語へ正確 に訳 してい

くことの難しさを身 をもって体験 した。確

かに正 しい翻訳は，みたまの導きと神の賜，

旧約聖書中の人物に関する

ジョセフ ・スミスの知識
福音の回復 は，人の心 に喜 びを与 える様々な物語の中でも最 たる もののひ とつに数える

ことができる。福音の回復の進展 と共に， 多くの人々が幕のか なたか らジョセブ ・ス ミス

を訪れた。その中には旧約聖書 にその生涯が紹介 されている人々 もいた。それらの人々に

ついて， ジョン ・テイラー大管長はこう述べている。「アブラハム，イサ ク，ヤ ゴブ， ノア，

アダム，セツ，エ ノク，そしてイエス，天父，両大陸の使徒 を初め とする弟子 たち。 ジョ

セブ ・ス ミスは私たちがお互いを知 っているように， これらの人々について よく知 ってい

たようである。」(ノb%γηα1(ゾ伽60%7sθs「 説教集」21：94)ま た教義 と聖約にはモーセ，エ

ライヤス，エ ライジャ， また 「ミカエルすなわちアダム1より現在に至 るまでの天使 ら」が

訪れた と記されている。(教 義 と聖約128：21)
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「

力によらなければ できないのであるが，そ

れに加 えて翻訳者 自身にもかな りの努力 と

思考が要求 されるのである。

モルモン経に欽定訳聖書の言い回 しが頻

繁に出て来 るのは，聖文の真意を伝 えるこ

との難 しさをある程度物語 っているように

も思 える。

モルモン経は聖書 を下敷に して書かれた

ものではない。 しか し聖文の表現様式が，

モルモン経の中でその多 くの教えを伝える

ための媒体 として用 いられていることは明

らかである。モルモン経の中の言葉遣いや

文体 で，欽定訳聖書のそれ と似ている箇所

が数 多 く見受け られ るが，これは聖書が回

復の業のこの面で影響 を及ぼ していること

の表われである。

聖書 と教義 と聖約

聖書 という言葉が教義 と聖約の中で用い

られているのは一箇所 だけで ある。(42：

12)し か し聖書か らの引喩，聖書への言及

は至 るところにあ り，聖書に似 た表現は随

所に見られる。

教義 と聖約の中には，聖書の翻訳に関 し

てジョセブ ・ス ミスに与え られた啓示 もあ

る。例 えば，いつか ら始めるか，いつやめ

るか，だれをその書記 とするか，印刷はど

うするかなどについての指示である。教義

と聖約には聖書の本文の一部 として組み入

れ られ るべ きもの としてではないが，この

訳業に関連 して与えられた啓示 もある。76，

77，86，91章 が それである。132章 などもこ

の範疇iに属するものと言えよう。

教義 と聖約 には， それが聖書の翻訳に関

して与えられたものであるということを頭

に入れておか ない と，その内容を理解で き

ない箇所 も数 多くある。教義 と聖約の初め

の方にはモルモン経の翻訳に関連 して与 え

られた啓示が幾つかあるが，(3，5，8，9，

10，17の 各章)後 の方には聖書の翻訳， そ

の印刷予定 などに関するもの もある。35，

37，41，42，45，47，73，74，93，94，104，

124の 一 部， また76，77，86，91章 の 全節な

どが それである。

教義 と聖約には聖書に似た表現が至ると

ころに見 られる。例 えば133章 は 内容，表現

ノ ア
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ア ブ ラハ ム エ ノク

共に，イザヤ書の63，64章 と似通 って い

る。両者が互 いに相手 を立証 し，重要 点に

おいては内容，表現共に一致 しているとい

う認識な くして，教義 と聖約をよく理解す

ることはできない。事実，教義 と聖約に載

せ られている啓示は，聖書の大切 さとその

中に述べ られている真理 とをはっきりと証

しているのである。

聖書 と高価 なる真珠

高価なる真珠の中で大 きな部分 を占め る

モーセの書 とマ タイ伝24章 は， ジョセブ ・

ス ミス訳の聖書か らそのまま抜粋 した もの

である。(こ のことについては後 に も述べ

る)こ のように，標準聖典のかな りの部分

が聖書 と密接に関連 しているのである。

新 しい訳 とそれが教義の理解 に寄与 した点

予言者はその召 しを与えられて間 もな く，

聖書の改訂 を行 なうように との主の指示を ・

受けた。そ して彼はこれ を聖書 の 「翻訳」

と呼んだのである。 しか しそれ は，聖書の

言語に関する知識や，古代 の写本，学者が

用いる手段や方法 を駆使 して行な う一般的

な意味での翻 訳ではなかった。ジョセ ブ ・

ス ミスの翻訳の進め方は，聖書が伝 えん と

す る本当の意味 を，啓示を通 して明らかに

す るとい う方法であった。 これが現在 ジョ

セブ ・ス ミス訳聖書 として知 られているも

のである。

この新 しい訳が 目指す主 なところは，予

言者の働 きを通 してもたらされる霊感 によ

る理解 を人々に与 えることにあるように思

われ る。 この翻訳を通 して彼は新 たな知識，

教義，原則 を学んだのである。 これがこの

仕事の最 も重要な 目的のひ とつであったの

か も知 れない。 また，主が教義 と聖約45：

60-62に 述べ てお られ るこの翻訳の業の 目

的 とも一致 しているようにも思われる。

「われ汝 らに告 ぐ
， この章に就 きては新

約聖書の翻訳せ らるるまでもはやこれ以上

汝 らに知 らせ ざれ ども，その新約聖書 には

これ らのことことごとく説 き示 されん。

この故にわれ汝に命 じて今 これを翻訳せ

しめ，以てまさに来 らんとす ることの備え

を為 さしむ。
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われ誠に汝 らに告 ぐ，大いなる事汝 らを

待つ。」(教 義 と聖約45：60-62)

この 聖句か ら明らかなこ とは，予言者が

行なった聖書の翻訳は，すでに授け られて

いた啓示や知識を元にそれに訂正 を入れて

い くとい うだけに とどまらず，その業 をも

って， まだ知 らされていない事柄に関する

新たな啓示 を受けるための手段 とすべ きも

のであった。だれに もわかる貴い部分が回

復 され ると約束されていたか ちである。以

上の事実はやや もする と見落 とし勝ちであ

るが，予言者の聖書の翻訳の業について重
.要
かつ貴重 な示唆 を与 えて くれると共に，

聖書の翻訳 とこの最後 の神権時代に行 なわ

れ る福音の教義の 回復 とを不可分の関係に

結ぶもの ともなっているのである。

以下は，回復 された福音の基本的な要素

として，聖書の翻訳に携わっていたジョセ

ブ ・ス ミスに明 らかにされたものである。

モーセの示現 ：予言者が聖書の翻訳 をい

つから始めたか正確な時期は明 らかでない

が，1830年6月 に授け られた啓示 と関連 し

ていることは明らかである。この啓示は 「モ

ーセの見たる示現」 として高価なる真珠の

モーセの書第1章 に載せ られている。 この

啓示はモーセ 自身，ゴまたサタン，神，神の

創造のみ業の 目的 などに関す る大切 な教え

を含み，教義的， また哲学的，歴史的 な価

値は福音を学ぶ人々には広 く知 られている

ところである。この啓示には人の理性 をは

るかに超えた事柄が記されている。それは

モーセが主の創造のみ業に圧倒 された くだ

りである。モーセは主 に尋 ねた。「願 わ く

は語 りたまえ。何故にこれらのことか くの

如 きや。神 は何 をもてこれ らの ものを造 り

たまい しや，と。」主はこれに対 して独 り子

の使命，最初の人間アダムについて説明し，

主のみ業 と栄光 とは 「人に不死不滅 と永遠

の生命 とをもた らす」 ことであると教えら

れた。(モ ーセ1：30-39)

ここで与えられているのは 「何故に」 と

いう質問に対 する答えであった。それに対

して創世紀にあるのは，「どの ようにして」

といっ観点か らの記録 である。 したがって

この啓示は創世記の序章 とも言 うべ きもの

であ り， この記録 な くして創世 記の全体像

を把握することは できない。

アダム ：アダムは末 日聖徒の神学の中に

あって特別な位置を占めている。予言者が

翻訳 した創世記には， その家族，初めて福

音 を授け られ た時の ことなど，アダムにつ

いての注 目すべ き記述が数 多 くある。 この

記録は高価 なる真珠のモーセの書3-7章 ，

ジョセブ ・ス ミス訳聖書の創世記2-7章

として公刊 されている。私 たちはジョセブ・

ス ミスの訳を通 して，アダムが犠牲を捧 げ

た時に示 した従順 さ，熱心に子供たちに教

えたこ と，純粋なその言葉，バプテスマを

受けた時の様子，ほかにも教義的あるいは

歴史的に重要 な事柄 を知 ることができる。

カイ ンとサ タン ：ジョセブ ・ス ミス訳の

聖書の中に啓示されているのは，神や古代

の義 しい族長 たちにつ いての素晴 らしい事

柄だけではない。 カインの反逆， カインと

サ タンまたカインの末喬の間に交わされた

秘密の誓いについても多 くのことが記 され
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ている.。私たちが現在持 っているカインに

'?い ての知識は
，創世記の初めの方の章を

訳した予言者の働 きに負っているのである。

これ らはモーセの書5章 ， ジョセブ ・ス ミ

ス訳聖書4章 として公にされている。

シオ ンとエノク ：シオンとい う概 念は，

族長エノクに よって築かれた古代の町 とい

う意味において も，あるいは，まだ完成の

途次ではあるが， この神権時代における主

のみ業の一要素 という意味において も，教

会の神学の中で最 も重要な位置を占めてい

る。今私たちに知 らされてい る，エ ノクや

エノクの市に関す る教 えの多 くは， ジョセ

ブ ・ス ミスが1830年 の11月 か ら12月 にかけ

て創世記の初めの方の章 を翻訳 していた時

に与えられた啓示によるものである。現在

のモーセの書6，7章 ， ジョセブ ・ス ミス

訳の創世記6，7章 が これに当たる。1830年

の11，12月 に与 えられた土 ノクとエ ノクの

町に関するこれ らの教えは，1831年 の2月

か ら8月 にかけて与 えられた教義 と聖約各

章の啓示 の基礎 となるものであ り，その全

体的な背景 を形造るものである。(教 義と聖

約42-59章 参照)

自分 の行 ないに責任 をとれる年齢 ：現在

の教会で最 もよ く知 られている基本的な教

義のひとつに，8歳 になる前の子供は， 自.

分の行ないの責任 を問われ るこ とはない と

いうものが ある。モルモン経には，何歳に

なれば自分の行 ないに責任 をとらなければ

ならないか とい うこ とは記 されていないが，

幼な子は神のみ前に罪がない とはっきり書

かれている。8歳 になれば 自分の行ないに
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責 任 をとらなければならないということは，

教義 と聖約68：25，27(1831年11月 に与え

られた啓示)に 記 されているが， この聖句

はこの問題 について論 じる時に必ず引 き合

いに出され る聖句である。

しか しなが ら，予言者が1831年2月 か ら

5月5日 の間に翻訳 したとされている創世

記17：11を 見 ると，責任 をとれる年齢 とし

て，8歳 と記 されている。それは主がアブ

ラハムに言葉 を下 された時のことを述べた

聖句である。欽定訳 とジョセブ ・ス ミス訳

を見比べてみよう。

(欽定訳)

創世17：7： わたしはあなた及び後の代

代 の子孫 と契約 を立てて，永遠の契約 とし，

あなた と後の子孫 との神 となるであろ う。

(ジ ョセブ ・ス ミス訳)

創世17：11： わ たしはあなたと割礼の契

約を立てる， それはわた しと.あなた及び後

の代々の子孫の契約 となるであろう。子供

ぽ8歳 になるまでその行 ないに責任 を問わ

れないということを，あなたが永遠に覚 え

てお くように。

割礼 とバプテスマの関係につ いては明 ら

かに していない ものの，ジ ョセ ブ ・ス ミス

訳は 自分の行ないに責任を とることので き

る年齢につ いて信っき りと述べている。..

特 に大切 なのは，予言者の聖書のこの部

分の訳稿 に記されている日付か ら判断 して，.

予 言者はこの教 えを遅 くとも1831年4月5

日，あるいは，教義 と聖約68章 として知 ら

れる啓示の中でこの教 えが明 らかにされる

その5カ 月前には知っていたという点であ



斗

謹難一_塁 轟肇莚一7一 一_馨_溜
一」藏 肱 彌 冨 一二
垂駐 診一

譲萎難垂

ゴロ　

嚢馨i慧莚垂
エ ラ イジ ャ モ ー セ

る。 また，福音の教義の中でも特に大切な

この教 えが まず初めに予言者に，彼が創世

記17章 を訳 していた時に与えられたことは

明らかである。 またこの教えは この神権時

代の福音の回復の業の中にあって，聖書が

果たした重要 な役割 を例証するものでもあ

る。

3種 の栄光の階級=予 言者に与 えられた

啓示の中で よく知 られているものに，死から

よみがえった後の人間の状態について述べた

ものがある。3種 の栄光の階級の示現 とし

よく引用 されるこの啓示には，栄光のない

人々の状態について も述べ られている。現

在，教義 と聖約76章 として知 られ るこの啓

示は，1832年2月16日 ，聖書の翻訳を進め

ていたジョセブ ・ス ミスとオリヴァ ・カウ

ドリのふた りに与 えられた，崇高で霊的な

示現を記録 した ものである。ふたりはヨハ

ネ伝の5章 の訳 にとりかかっていた。その

時，天が開かれ示現を見たのである。その

時の様子 を教義 と聖約76：15-19は 次 のよ

うに伝えている。

「われら
，先に主の命 じたまいたる翻訳

の業に従いつつ あ りし時， ヨハ ネ伝第五章

二十九節に至れ り。誌 されたる ところはす

なわち，

人の子の声を聞 きて出で来る者に関する

死者の復活のこ とを語 りて，

善 を為 したる者は正 しき者の復活に よみ

がえ り，悪 を行 いたる者は正 しからざる者

の復活によみがえるべ し， と。

すなわち， この事われ らを驚かせた り。

そは，これ 『みた ま』によ りてわれらに与

えられたればな り。

われ らこれらの事 を思いめ ぐらせ る時，

主われ らの覚 りの眼に手を触れたまいたれ

ば，われらの両眼開けて主の御栄あた りに

輝やけ り。」

この啓示は末 日聖徒によって何度 とな く

論 じられて きた ものであ り，この神権 時代

に与え られた偉大な啓示の中のひ とつに数

えられるものである。実際.こ の啓示は教

会の著作の中でも特に 「示現」 と呼ばれる

』ことが 多い
。予言者はこれ を 「永遠の世界

の記録か ら書 き写 し牟 もの」 と呼んでいる。

(「教 え」p。11)特 筆 すべ きことは， この啓
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示は予言者が聖書の翻訳をしている時に与

えられた とい うこ とである。

日の光栄の位の結婚 ：回復 された福音の

特に素晴 らしい面であり，聖書に直接結び

付いた教 えであることがす ぐわかるものに

日の光栄の結婚の教義が ある。現在教義 と

聖約132章 として知 られる記録の中で明 ら

かにされ る数年前に，予言者がすでにこの

教えを知っていた ということはよく知 られ

ているところである。初期の兄弟たちの中

には，1831，2年 頃にこの教 えを予言者の

口か ら聞いたことがあると証 している人も

いる。これが予 言者が創世記の翻訳 をして

いたのと同時期 のことである とい うこと，

また32章 の啓示の冒頭 の部 分に ある，予

言者がアブラハ ム，イサ ク，ヤコブのこと

について主に尋ねだ という記述から考 える

と， 日の光栄の結婚 についての啓示 も聖書

の翻訳に関連 して与えられたのではないか

と考 えられ るのである。

以上， 自分の行ないに責任 をとることの

できる年齢，シオンの建設，福音の計画の

中でのアダムの役割，栄光の階級， 日の光

栄の結婚の教義な ど，この神権時代 に啓示

された重要な教 えの幾つかが， ジョセブ.・

ス ミスが進めた聖書の翻訳 と密接な関係 に

あることを見てきたが，重要性 とい う点に

おいて， これらをしの ぐ主題を見つけるこ

とは非'常に難iしい。

聖書の翻訳に関連 して，ほか にも重要な

事柄が乎言者に啓示 されたとい うことは，

十分考えられることである。予言者が古代

の宗教上の集いや教会の組織などについて
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多 くのこ とを知っていたこと，また聖書の

翻訳に関連 してほかに も多くの啓示 を受け

ていた という事実を証明する事柄 は多くあ

る。

予言者の聖書翻訳の真の成果はジョセブ・

ス ミス訳 を残 した というだけに とどまるも

のではない。その働 きの所産 として予言者

にもたらされた(さ らには予言者を通 して

教会に与 えられた)多 くの啓示，霊的な体

験 も忘れてはならない。 ジョセブ ・ス ミス

訳も他の啓示 も共に重要 なものである。 し

か しその中でも，教義的に極めて多くの事

柄 を明らかにして くれたというこの事実は

何に も増 して意味のあるところである。こ

れらの啓示によって私 たちは知 識を増 し加

え， また神権，復活，前世の存在な どにつ

いて明確な教 えを得， イエス，アダム，エ

ノク， メルケゼデク，アブラハ ム，パウロ，

ペテロ，バプテスマのヨハ ネなどの使命に

対 してさらに深い理解が得られるようにな

った。これ らの啓示な くして聖書の全容 を

明らかにすることはできないのである。

聖書が福音の回復の業の中にあって，必

要欠 くべからざる役割 を果たしたことは，

疑 いを差 しはさむ余地のない事実で ある。

ロバ ー ト ・J・ マ シ ュー ズ ：

ブ リガ ム .・ヤ ン グ大 学 古 代聖 典 学 助 教 授 。

教 会 コー リ レー シ ョ ン委 員 会 の 委員 も務 め

て い る。



「

ジ ョセ ブ ・ス ミス 訳 聖 書

欽定訳聖書の改訂が ジョセブ ・ス ミスに よって始め られたのは1830年6月 のことであっ

た。それは神の命によるもので，ジ ョセブ自身もそれ を予言者 としての 「召 しのひ とつ」

と考 えていた。1833年7月 までには大半 を終えていたが，その原稿 を印刷に付す準備 をし

ている間にも改訂 を進め，1844年 の死に至 るまでそれ を続けたのである。 もし彼が生 き長

らえて この仕事 を完成 していたら，'ほかにも幾つか訂正が加 え られていた と考えるこ とが

できる。翻訳の中には予言者存命中に発行 されたもの もある。

予言者にとって，との翻訳の過程はひとつの学習体験であった。教義 と聖約の幾つかの

章は(教 義 と聖約に含 まれていない啓示 もあるが)こ の訳業の必然的な帰結 として与 えら，

れた ものである。(教 義 と聖 約76，77，91章 な ど)ま た教義 と聖約37：1;45：60-61;一

76：15-18;90：13;94：10;1σ4：58;124：89な どでは，・この翻訳に関す る特別な指示

が与えられている。高価なる真珠に載せ られているモーセの書，マ タイ伝24章 はジョセブ・

ス ミス訳からそのまま抜粋 した ものである。 この記事の出 自となっている辞典 を載せ た版

の欽定訳聖書には，その脚注にジ ョセブ ・ス ミス訳の聖書か らの抜粋が多 く紹介されてい

る。この ようにジョセブ ・ス ミス訳聖書は，聖書か ら失われただれに もわかる貴い記録の

回復にかな り貢献 しているのである。

ジョセブ ・ス ミス訳は末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会公認の聖書 ではないが，多 くの興

味深い知識 をもた らし，聖書を解釈，理解する上 で貴重な助け となっている。 これは福音

を学ぶ者に有益 な知識 を与 えて くれる最 も豊かな泉 と言える。そ して，予言者 ジョセブ ・

ス ミスの召 しと使命が神か ら授け られたことを証す るものでも.ある。
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旧 約聖書には，多少未熟で不十分な神学
概念や倫理が教えられていると考 えて

いる人がいる。これは，宗教 を幾世紀 もか

けて発展 して きた単なる社会規範 と考える

人々にとってはいかにももっともなことに

思われ るか もしれない。 しか し宗教 を絶対

の真理 と永遠 と善悪 を教 える啓示された教

え，神 より与えられた倫理 ととる人々に と

って，旧約聖書のそうした考 え方は論理的

とは言えず，納得できないものである。

旧約聖書の人物に 「悪い見本」が登場す

るが，いつの時代で も善人や良い習慣があ

る反面，悪人や悪い習慣 も存在する もので

ある。聖書の記録者たちは民や その行 いに

ついて良いこと，悪いことを卒直に書 きつ

づ ったのであろ う。ある意味ではそ うした

記述に幻滅 を感 じることもあるが，見方を

変えれば，聖書の記事全体に対する真ぴ ょ

う性が増す とも言える。記録者 たちは英雄，

悪漢，民衆，王，予言者，祭司の善行，悪

行 を有 りの ままに記述 したのである。

悪行 がなされ たところの記述では，記録

者が主の道か らはずれたための悪い結果を

直ちに指摘することもあるが，数 ヵ月，数

年後に事の次第が明らかになってか ら結果

や 反応を書 き留めた りする場合 もある。普

通後者の場合，エピソー ドだけ を抜いて読

めば，ず っと後に記 されている結果にはな

か な力三気づ かないであろ う。聖書研究家で

さえ，時々後の方に書かれているその物語

の結末 を見逃 して しまい，そのため間違っ

た判断をしてしまうこ とが よ くある。創世

34;25-31に 記 されているレビとシメオン

の暴挙の話は，責任ある人々の対応が後 に

なるまではっきり知 らされないひ とつの例

である。彼 らの所業 に対す るヤ コブの気持

ちと永遠の報いにつ いての指摘は，何章 も

後の創世49：5-7ま で 明らかにされない

のである。 また，これ も当然のことなが ら，

記事の記録者が暴力行為や不品行の結果を

全然報告 していない場合がある。そうする

と困ったことに何 も書いていないのだから

容認 しているのだ ととる読者が出て くる。

しか しそれは間違った考 えであ る。主の予

言者が，犯人がだれであっても不道徳 を犯

す ことを是認 した り，容認した りするとは

考 えられないか らである。そのよ うな罪悪

を禁 じる律 法はすでに知 られてお り，十戒

の中で も強調 されている。イエスも繰 り返

し説かれ， また近代の啓示の中でも述べら

れている。 『

また，王だか ら祭司だか らといって律法

をかい くぐれ ると考 えるのも無理 な話であ

る。モーセやダ ビデや後のイスラエル の王

や祭司たちの例から見てもそれは明らかで

ある。指導者が罪を犯す ことが どれほど重

大なことであるかは，ナ タンがダビデに語

っている通 りである。「……あなたはこの行

いによって大いに主 を侮ったので，あなた

に生 まμる子供 はかならず死ぬで しょう。」

(サ ムエル下12：14)つ ま り，指導者が自

ら悪事 を働 いた場合，善 を唱道するはずの

教 えを人々は皮肉な 目でしか見なくなって

くるの である。

御存 じのように，旧 約聖書の有名 な人物

で， しか も罪を犯 した人々 として， ロ トの

47

濁



娘たちやユダ，ルーベン， シメオン， レビ，

サム ソン，アハ ズ， ウジヤ などがいる。個

個の結末がどうなったかは一部の人につい

て しか知 らされていないが，結果はおしな

べてゆゆ しいものである。詳細がすべてわ

.か
ったならば， どう見て も全員同 じ結果で

あっただろうと考 えるしかない。こうして

見 る と， 結局 これらのこ.とに関 して，「天

に於 いて定め られたる一つの変らざる律法」

(教義 と聖約130：.20)が あるとしか考 えよ

うがないのである。

次に.積極的な面か ら旧約聖書 を見てみ る

と旧約聖書には偉大な原則が述べ られてい

る。イエスは， この地上でみ業 を行われた

時， 旧約聖書を用い，引用 し，その言葉 を

人々に勧め られた。

た とえば，主がサ ドカイ派の一部の人た

ちを，聖書 を知 らないと言って叱責 された

後の情景を思い出していただきたい。(マ ル

コ12：24参 照)質 問者のひとりが，表向 き

にはイェスがモーセの律法の教 えをどう見

ておられ るか知 りたいというふ りをしてこ

う尋ねた。

「『すべてのいましめの中で
，どれが第一

の ものですか。』

イエスは答 えられた，『第一のいましめは

これである，「イスラエルよ，聞け。主なる

わたしたちの神 は，ただひとりの主 である。

心 をつ くし，精神 をつ くし，思いをつ く

し，力をつ くして，主なるあなたの神 を愛

せ よ」。

第二は これである， 「自分を愛す るように

あなたの隣 り人を愛せ よ」。これより大事 な

いましめは，ほかにない』。

そこで， この律法学者はイエスに言った，

『先生
，仰せ の とおりです ，「神は.ひとりで

あって，そのほかに神はない」 と言われた

のは，ほん とうです。

また 「心 をつ くし，知恵をつ くし，力 を

つ くして神 を愛 し∴ また自分 を愛するよう

に隣 り人 を愛する」 ということは，すべて

の旙祭や犠牲 よりも，は るかに大事 なこと

です』。」(マル コ12：28-33)

この愛 という大原則は旧約聖書に も述べ

られている。現在の聖書の， 申命6：4-

5， レ ビ19：18や さ らに申命10：12，30：

6， レビ19：34に も記されている。

パウロもまた， ローマの兄弟たちにこの

ひ とつの原則がすべてを包含す ることを次

のように説明している。

「互に愛 .し合 うことの外は，何人に も借

りがあってはならない。人 を愛する者は，

律法 を全 うするのである。

『姦淫 をするな
，殺す な，盗むな，むさ

ぼるな』 など，そのほか に， どんな戒めが

あって も，結局 『自分 を愛するようにあな

たの隣人を愛せ よ』 とい うこの言葉に帰す

る。

愛は隣1)人 に害 を加えることはない。だ

か ら，愛 は律法 を完成す るもので ある。」

(ロ ーマ13：.8-10)

またガラテヤの改宗者 たちにもイエスが

言われた と同 じことを繰 り返 してこう言っ

ている。「……愛 をもって互に仕 えなさい。

律法の全体は，『自分 を愛す るように，あな

たの隣 り人を愛せよ』 という.この一句に尽



きるからである。」(ガ ラテヤ5：13，14)

ヤ コブは旧約聖書のこの原則 を 「きわめて

尊い律法」(ヤ コブ2：8)と 呼んでいる。

しか し今 日， 多 くの人がこの戒めを新約

聖書の教 え と考 えている。戒めを与えられ

たのは確かにイエス御 自身であるが，後に

も述べ るよ うに， それは新約の時代よ りは

るか以前に与 えられ.ていた ものなのである。

またその反面，本来旧約の教えではない

に もか々わらず，良 きに.つけ悪 しきにつけ，

さも旧約か ら出た もののように言われてい

るものがある。イエスはこ う言 われた 「『隣

り人 を愛 し，敵を憎め』 と言われていたこ

とは，あなたがたの聞いているところであ

る。 しか し， わた しはあなたがたに言 っ。

敵 を愛 し，迫害する者のために祈れ。」(マ

タイ5：43-44)「 敵 を憎め」というのを旧

約聖書の引用だ と思っている人がある。 し

か し，そ うではない。 これは， イエスが祈

りに触れて非難された者か らの言い伝 えの

ひ とつに過.ぎないのである。

事実，主がモーセに与えられた啓示の中

には，敵のために善 を為せ という勧告の言

葉がある。

「もし
，あなたが敵の牛 また億， ろばの

迷 っているの に会 う時は，必ずこれを彼の

所に連れて行って，..帰さなければならない。

もしあなたを憎む者の ろばが，その荷物の

下に倒れ伏 しているのを見 る時は， これを

見捨 てて置かないように気 をつけ，必ずそ

の人に手を貸 して，これ を起 さなければな

らない。」(出 エジプ ト23：4-：.5)

イエ ス御 自身が 「律法 を授けたる者」(nI

「… …愛をもって互 に仕えなさい。

律法の全体は，『自分 を愛 するよ

うにあなたの隣り人を愛せよ』と

いうこの一旬に尽きるかうである。」

(ガ ラテヤ5：13，14)

ニー ファイ15：5)と 言 ってお られるので

あるか ら，旧約聖書に福音の教 えがあった

ところで驚 ぐことではない。それ どころか，

イサ ク， ヨセブ，エテロ， ヨシュア，デボ

ラ，ルツ，ボアズ，ハンナ，サムエル， ヨ

ナタン，ナ タン といった旧約聖書の中の大

勢の人々に，私 たちは良い模範 を見ること

ができる。

それは，次の聖句に述べ られているよう

に，新約聖書の主が旧約聖書の主 と同 じ主

だか らである。

「ただわたしのみ主 である。わたしのほ

かに救 う者はいない。……

わた.しは主，あ なたがたの聖者，イスラ

エルの創造者，あなたがたの王である。……

わた しこそ，わたし自身のため にあなた

の とがを消す者である。わたしは，あなた

の罪を心に とめない。」(イ ザヤ43：11，15，

25)

「わ たしはあなたをしえたげる者にその

肉 を食わせ，その血を新 しい酒のように飲

ませ て酔わせる。 こうして，すべての人は

わたしが主 であって， あなたの救主， また

あなたのあがない主，ヤ コブの全能者であ
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ることを知 るようになる。」(イザヤ49：26)

イス ラエルの民はエボバ とい う神聖 なみ

名を口にす るの を避けて， しば しば別 の呼

び名 を使用 した。一般によく使われたのが，

「我が主」という意味のア ドーナイ(!140 一.

獺 の，「み名」という意味のハ ・シェム(翫 一

S舵 吻 も用 い られ た。 また旧約聖書の中

で も救い主 を指す呼び名がいろいろと使わ

れている。お もしろい呼び名に 「ハー カ ド

シ，バルク、フ、(正血一Q膨40sh，Bαγ%6ん伽)

「聖者 よ，幸いあれ」 という名前であ為。

そのほか キリス トの時代に使われた呼び名

として 「メイムラ」(M6勿Z襯)と い う名前

もある。 この名前は 「メッセージ」または

8舗 という意味である。愛弟子 ヨハネは

その福音書の記述の冒頭で，アラみ語の慣

用語 を用 いて 「初めに言(メ イムラ)が あ

った。言(メ イムラ)は 神 と共にあった。

・・…・」 と記 している。

イ手スのことを 「わたしは……有 る」(ヨ

ハ ネ8：58， 出.エジプ ト3：14-15を 参 照)

と言っているが，「わたしは有 る」(ヘ ブラ

イ語の工ヘヤ 〔翫 膨 勿 は文法 的 に 「彼は

有 る」(ヘ ブライ語のイヘヤ〔y魏 卿 勿)に

似てお り，これがさらにイェホバ(y醜o槻 劾

と変化 したと分析す る人もいる。従って，

肉体を持 って生 まれたエホバをイエ スとす

るのである。 しか し確信 は聖霊に よる証 を

得 た入々にしかもたらされない。パウロは

こう述べている。……聖霊に よらなければ，

だれ も 『イエスは主である』 と言 うことが

で きない。」(1コ リン ト12：3)。

このよ.うに証す るこ とができる人はすべ
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ての神権時代に通用する愛の福音の意味 を

一層 よく理解す ることがで きるであろ う
。

したがって私 たちは，愛そのものや神 に対

する愛，お互 いに対する愛の起源について

新 旧両方の聖書に記 されている教えをさら

に詳 しく考察す る必要が あるのである。

イエスは言われた。「わたしは，新 しいい

ましめをあなたがたに与 える，互に愛 し合

いなさい。わたしが あなたがたを愛 したよ

うに，あなたが たも互に愛 し合 いなさい。」

(ヨハネ13：34。 エ レ ミヤ31：3;1ヨ ハ

ネ4：7，..19。.ホセア11：1;詩 篇18：1-

2，97：10;申 命・11：1;ヨ ハ ネ14：15も

参 照)

私 たちは，エ.ペソの聖徒 たちのためにパ

ウロが祈 ったことが，私 たちのために も応

え ら.れるように願 うものである。

「こういうわけで，わたしはひ ざをかが

めて，

信仰によって，キ リス.トがあなたがたの

心の うちに住み，あなたがたが愛に根 ざし

愛 を基 として生活することによ.り，

すべての聖徒 と共に，その広さ，長さ，

高 さ，深 さを理解す ることが でき，

また人知 をはるかに越 えたキリス トの愛

を知って，神 に満 ちているもののすべてを

もって，.あなたがたが満 たされるように，

と祈 る。」(エ ペ ソ3：14，17-19)

エ リス ・T・ ラス ム ッセ ン

ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 古代 聖 典 学 部長 ， お

よび 教 会 成 人 コー リレー シ ョン委 員 会 委 員6



洞

神の使いよりも先に奇跡が

ジャネッ ト ・ヴリガム

数 年 前か ら・ ソル トレー ク'シ テ・一の
教会本部に何通かの手紙が寄せ られて

いました。それは，教会について知 りたい

ので 「聖 なる書物」が欲 しい とい う，短い

なが らも心に残 る手紙でした。

消印を見る と，西アフ リカのナイジェ リ

ア とガ「ナにな ってい ます。手紙の主は，

と言 うと，私 たちの教会のことについては

ほ とんど何 も知 らないアフリカ人の キリス

ト教徒 でした。でも，何 も知 らない彼 らで

も，私 たちの教会について もっと知 る必要

があるこ とは理解 していました。町や村の

個人やグルー プにパ ンフレットが配 られた

時，彼ら黒人たちは福音が宣教師の 口を通

して宣べ られる日が一 日も早 く来るように

と祈 ったので した。

そ して1978年11月 ， ついにその 日がや っ

て来 ました。レンデ ン ・N・ メイビー長老

夫妻 とエ ドウィン ・Q・ キャノン長老夫妻

が，国際伝道部の特別 な代表者 としてナイ

ジェ リア とガーナへ派遣 されてきたのです。

それ以来，1，700名 以 上 の人々がバ プテス

マ を受け ました。

メイビー長老 の妻であるレイチェル ・メ

ィビー姉妹 はこう述べています。「どの人た

ちも皆，主が備 えて下 さった熱心で霊的な

人たちです。」 メイビー夫妻 もキャノン夫妻

も，.高い改宗率 を自らの功績 とは思ってい

ませ ん。改宗者たちの生活の中に，はっき

りと主 のみ手 を見ていたか らです。

物語は， ほぼ18年 前にさかのぼ ります。

その頃，キャノシ長老が 「異常な現象」 と

呼ぶ出来事 が西アブ りカで始 ま りました。

アフ リカ人たちが合衆国へ留学 した仲間か

ら教会 のことを耳にするようになったので

す。彼らは宣教師が持っている幾つかのパ
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ンフレヅ トを読む ようにな.りましたb1950

年 代 にそのパン.フレットがどういう経路で .

アフ リカに渡ったのか，だれ も知 る人はい

ませ んが， その影響 には 多大な ものがあ り

ました。大勢の人がそれ を読み， そ.して真

翠 を知 ったのです。その うちナイジェリア

とガーナの幾つかの黒人 グループが他の人

人の動 きを知 ることもな.く，教会 を真似て，

独自の宗教組織 を起 こしたのです。 しか し，

教会設立のために正式の代表者 を派遣す る

ことは， ビザの問題からで きませ んでした。

グループはそれぞれ小 さな集会所 を建 て

て定期的に集まりました。彼らは送 られて

きたパンフレッ トを基に して，で きるだけ

忠実に教会の組織，教義，歌，呼び名 を真

似ていくよう.にしました。時には， アフ リ

カを訪れ る教会貝 と会って教えて もらうこ

ともあ りました。

その うちアフ リカ人たちが 自ら伝道する

ようにな りま した。ある男性は驚 くような

霊的な経験 をして 「みたまにせか され，街

か ら街へ と歩.き回り，……モルモン経やパ

ンフレットで読んだことを伝えて歩 きまし

た。」 「迫害」があった り，時には 「反キリ

ス ト教組織」 とレッテル を張 られた りもし

ましたが，いわゆる 「アフ リカ人宣教師」

たちは決 して負け ませんでした。

ある人はこう言っています。「私たちはモ

ルモン経やパンフレットに記 されている言

葉を宣べ伝 え， その 日40人 の人々を説得 し

て，周 りのイスラム教徒 から感心 されたほ

どでした。」 こうした 「アフ リカ人宣教師」

と40人 の改宗老 は直ちに集まって教会の教

義 を勉強 し始めました。それか らしばら く
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して，彼らは，「さら.に47人の教会員」を改

宗 しま.しな。

この よう.なことは.，権能 を受けないまま

教会の名の.もとに集 まったグループに.とっ

て珍 し.レ.}ととではあ りませんでした。そ し.

て ナイジェ リアとガーナのグループはお互

いの動向は知 らないまま，それぞれの国で

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の名称で登

録 まぞ済 ませたので した。.

このようなアフ リカ人の信仰心 はやがて

ソル トレー ク ・シテ ィーの教会指導者あ耳

に入って きました。次の ような手紙が頻繁

に送 られて くるようになったからです。

「お願いです。この立派な回復 された教

会が偉大な予言者 ジョセブ ・ス ミスによっ

て設立 されたことを，私はいろいろ.と聞い

てきました。またそのことについて本を読

んでもっと知 りたいと思 っています。そん

な折， クモラの丘でジョセブ ・ス ミスに与

えられた良 き教えが記されているモルモ ン

経の ことを聞 きました。主がお与 え下 さっ

た教えについてもっと読めるように， モル

モン経を1.冊 私に送 っていただけたら，本

当に幸せだ と思います。

私は今，混 じりっ気のない純粋 なモルモ

ンにな りたい と思っています。モルモンに

ついて もっと知 りたいのです。：…・・長老や

牧師 さんが…… このガーナで私たちに聞か

せ て下さったほんの少 しのこ とから， どこ

かにある光が見えて くる気が してなちない

のです。

私は， 『恐れず来たれ聖徒』や 『来 ませ王

の王』などの歌や讃美歌，シオンの他の歌

が教会の礼拝 で歌われ ると， いつ もうれ し



ナイジェリア，アボブ支部の3人 の扶助協会会員

くな ります。そちらの皆 さん と一緒に，キ

リス トを信 じる喜びを分か ち合 えたらと心

か ら願っています。」この手紙を書いたのは，

当時パブ リックス クールの最高学年 に在籍

していたエマニュエル ・ボンダでした。

またある入はこう書いています。「ここに

いる私たちは神様の本 当の子供です。天父

やキ リス トを礼拝する時に肌の色など関係

あ りませ ん。神のみたまがこの教会 に入り

なさいと私たちに呼 びかけたのです。私 たち

を外に追い出す ものなど何 もありません。」

この手紙 を書いたアンソニー ・オビンナ

は，後に西アフ リカの黒人の中で最初にバ

プテスマ を受け，支部長に召 されました。

しか しそれ以前にビザの問題があった り，

ビアフラ紛争で事態が一層複雑になったり

しました。

1978年8月 に，教会はキャノン長老 とブ

ナイジ ェ リア， アボ ブ支部 支部長会

アンソニー ・オ ピンナ支部長(中)と ふた りの副支部長，

フラ ンシス ・オ ビンナ(左)， レイモ ン ド・オ ビンナ

(右)。3人 は実 の兄弟であ る。

磁

リガム ・ヤング大学のメ リル ・ベ イ トマ ン

を，ナイジェ リア とガーナのグループの実

情調査をするために派遣 しました。彼 らは

教会が必ず発展するとい うよい知 ちせ を持

って帰国 しました。それか ら数カ月後に，

キャノン長老 と夫人であるジャナス姉妹が

メイビー夫婦 と共に西アフ リカ担当の特別

代表者に召されたのです。

両夫妻は まず，教会のことをすでに知 っ

ている人々 を捜 しました。彼 らは教会 を知

っている人か らも知 らない人か らも温か く

迎えられ，熱烈な歓迎 を受け ました。 また

福音 について，ほ とんど英語で何の支障 も

な く話 し合 うことができました。

キ・ヤノン姉妹は こう言っています。「この

地で教会が成功 した最 も大 きな要 因のひと

つは，英語 を使 えたことです。それに，皆

さんがパンフ レットを求めていたか らだ と

思います。チ ラシや教材を心から読みたい

と願 っていました。以前， イギ リスか ら来

たカ トリックやプロテ スタン トの宣教師が，

ガーナやナ イジェ リアで伝道所 を開いた り

病院や学校 を建てた りしていましたので，

土地の人の中 に キリス ト教徒や英語の読み

書 きので きる人が 多いのです。」

「キ リス ト教の宣教 師を尊敬する伝統が

残っていることも とて もよか った と思 って

います 。」キャノン姉 妹はそ う付け加えまし

た。

メイビー長老は，アフ リカ人の求道者 を

迎 える時のことをこう話しています。「まず

キン ボール大管長 のメッセー ジを伝 え，私

たちが与えたい もの は救いと永遠の生命だ

けであるとお話 します 。そして この世 の富
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につ いて.の約束は一切 しませんでした。

世界にはさまざまな皮膚の色 をした人た

ちがいて，背景 もそれぞれ異なっています。

私たちは 自分たちを白人だと区別 して考え

たことはあ りませんでした。私 たちはみん

な天父に愛 されている神 の子供 たちです と

言ってきました。」

すでに教会について幾 らか知 っていた人

たちは謙遜で，教会 のや り方や教 えをよ く

知 ると，それ まで使っていた十字架や献金.

皿 をさっそ く廃止しました。そ して進んで

時間やお金 を犠 牲に しました。

代表者たちがバプテスマを施 した場所で

は，教会貝たちがアフ リカ入の建 てた集会

所を寄付 しました。 メイビー長老は最初の

報告の中で，ガーナのセコンディにある建.
'物 のことを次の ように説明 して

います。

「集会所はしっ くいの壁にブ リキの屋根
，

セメン トの床 といった具合です。そこに古

い ピアノ と幾つかの木製ベ ンチがあ り，教

会の絵がかけられています。おもしろいこ

とに，集会所 の外壁 の端 に色あせた字で，

『雰 日聖律 イエ子1キ リス ト教会
r183q年

設皐 と書かれて.います。」こφ文字 も寒 物

㍉ 今で嘩 姻 ・塑 嘩 ら.れています・
ナイ海 リアめ イ.コ.ト回.エ ヨ村 で1ま・・

，「(株)末 日.聖徒 イ.エス ・キリス ト教会」と

表示 ざれた建物の中で集会が開かれていま

した。250人 程度の収容能力がある建物 で

すが，支部が組織された日の聖餐会には218

名 が 出席 しました。「現在そこには，集会所

が建 てられ教会 員 と.して確認を受けた人々

が大勢集っています。」メイビー長老はそう

述べています。

この建 物 も数 ヵ月前か ら手狭にな り， あ

ふれた人々は外で集会を開いている有様です 。

メイビー夫妻 とキャノン夫妻は，教会 の

名前で集会 を開いている人たち全員 と会 う

時間があ りませんでした。ある時には，「親」

教会の人たちと会 うこ とがで きても， そこ

から派生 した15の 「支部」り人たちとはな

かなか会 うことができませんで した。その

仕事は次の代表たちに残す しかないのです。

キャノン姉妹は，立派な信仰を持った人

アボブ支 部の ご く「部 の会 員.
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人が，代表たちの来る前にすでに教会の方

法 を取 り入れ ようと努 力 していたことを次

の ように説明 しています。

「ひとつは彼らが教会の名称 を使ってい

たことです。たいていの人は教会の教 えに

ついて幾 らかは知 っていましたが，教会の

儀式の方法について何 も知 りませ んでした。

それで，プロテスタン トが行な う王 旬節の

礼拝様式 をそのまま使 っていたのです。

献金皿 もあ りました.し，五旬節で歌う賛

歌や ダンス，そ して太鼓なども使われてい

ました。 もちろん，彼 らに とってはそれで

十分 だったの です。私 たちが ただ行 って.

『これはだめ です』 と言うだけですむこと

ではあ りませんでした。何 をすれば よいの

か，教会の礼拝はどのようなものなのか を

説明 しなければな りませんで した。時間が

かか りました。新 しいことを覚えるだけで

な くて，古 い沢山のこ とを捨てな くてはな

らないのです。」

彼 らが行なってい陀礼拝の方法は私たち

の教会 ではあまり見かけ ないものだったの

ですが，キ・ヤノン長老によれば， 「そのほと

ん どが教会の教 えに反」ていないのです。

例えば，人の話 を聞いて特に共感 を感ずる

ことがあるとす ぐに 『アー メン!』 と言う

のです。」

代表者たちがガ「ナのケープ ・コ「ス ト

で見た礼拝堂には，天使モロナイの等身大

の像があ りました。キャノン長老はこう言

っています。「モルモン経の表紙にあるモロ

ナ イの絵 をもとに，地元の彫刻家が作製 し

た もので しょう。 ラッパ を口にし，球の上

に立っているのです。」説教壇には，黒色の

聖書 とモルモ ン経が描かれています。ジョ

セブ ・ス ミスの絵やタバナクル合唱団の写

真 も飾 ってあ りました。

ある時，代表たちは何か導かれるものが

あ って，教会に興味があると聞いていたひ

とりの男性 を捜 し，ナイジェ リアのオウェ

リという町か ら30キ ロ余 り離れた村ヘタク

シーで出かけたこ とがありました。土地の

入に言われた通 りに行 くと，「L・D・S .ナ

イ ジェ リア伝道部」 と正面いっぱいに書か

.ガーナのセ コンデ ィ支部の聖餐会
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れた小さ.な建物に突き当たりました。「その

時， こ・こだなと思いましたよ」 とキ・ヤノン

長老は言います。この 「伝道部」の創設者

たちは，後にバプテスマを受けて教会に入

りました。

.教会に加 わ
った人々は， それまで親 しん

でいた教会の真似 ごとの ようなこ とはきっ

ぱ りやゆ ました。以前 「教師」とか 「使徒」

と呼ばれでいた人たちが今 は地方部長会や

支部長会の一員 として働 くようになり，「女

予言者」 と呼ばれていた女性は扶助協会会

長 となっています。

このような新 しいアフ リカの聖徒 たちの

多くは，英語 を話 し，洋服を着てい ますが，

それで も西洋化 された人々ではあ りません。

ほとん どの入が西洋 よりもはるかに簡素 な

生活をしています。そ して清潔で身だ しな.

み がよく， しか も人 を温か くもてなす彼ら

の習慣 をとて も誇 りに しています。

現在， アフ リカにも近代的な高速道路が
の

建設されつっ ありますが，一般の道路は，

それはひどい.ものです。町から町への距離

は長 く，運転は困難 をきわめ，危険 なとこ

ろも多 くあります。 ガソ リンの補給がひ と

苦労 とい うこともよ くあ ります。

また通信手段が貧弱なため，教会の仕事

が進.まないこ とがよ くあ ります。電話はよ

く不通になったり，不能になった りします.

し，電報 はあてにな りません。州か ら州に.

出す手紙は何週間 もかか ります。

このよう1こ解決すべ き問題はありますが，.

代表者や教会貴たち.はそれに負けてはなら

ない と頑張っています。それに，ガーナや

ナイジェ リアの友好的な国民性は， その他
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の 問題 を十分補って くれているようです。

メイビー， キャノンの両夫妻は，スペ ンサ

ー
.・W・ キンボール大管長 に次のように報

告しています。「これほど容易に人々が福音

に引 きつけ られ るところは，世 界の どこを

捜 しても恐ら くないで しょう。手 を差 し伸

べ さえすれば，機会はそこにあるのですか

ら。一軒一軒戸別訪問する必要 などあ りま

せん。チラシを用意 してお くだけで よいの

です。せわ しく通 りを歩いている人でも，

立 ち止まって話 して くれ ます。建築現場で

働 いている人で も，チラシを受け取って く

れます。そ して，1時 間ほ どしてその現場

を通 ると，彼らがチ ラシを読んでいる光景

を目にします。 この ようなことは，珍 し く

あ りません。」(『キンボール大管長，伝道活

動の ビジョンを語 る』 「聖徒 の道」197g年10

月号 ，p.149)

最 近， ソル トレー ク ・シティーの教会指

導者がナイジェ リアとガーナの新 しい教会

貝を訪 問す るようにな りました。1979年2

月にはジェーム ズ ・E・ ファ.ウス ト長老が，

そ し.て1979年4月 には管理 監督 の ビクタ

ー ・L・ ブ ラウン長老が新教会貝め物質的

援助の必要性 を視察するために訪れ ました。

イギ リスか らは地区代表の ジョン ・コック

.ス長老がガーナ を訪問 し.ました。

西アフ リカの聖徒 たちは教会本部か ら地

球 をちょうど半周 した所に住み， しか も扶

助協会など教会プログラムはまだ始 ま.った

ばか りですが，皆，強い信仰 を持 っていま

す。 々の信仰は永年温めてきた希望の光の

上に築かれた ものであ り， そ して今，その

希望が一歩「歩実現 しつつあるのです。



[N

実行!
七十人第一定員会会員

ロバー ト ・L・ シンプソン

鱒
献

大管長の机上 に示さ'れた座右の銘を，

私たちはぜひ 自分のものとしなければ

ならない。

一
舞
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確

キ ンボール大管長の机にひときわ目立っ
ように掲げ られているのが，「実行!」

とい う短 い言葉である。 この霊感豊かな指

導者にとっては，個人の都合は二の次であ

る。すべてのことが主の都合に合 わせ て行

なわれている。働 くということに関 してキ

ンボール大管長の模範はなかば伝説のよ う

になっている。 これはすべての教会員が従

うべ き模範である。

私が第2次 世界大戦中にワイオ ミングの

空軍基地に配属 されていた とき，支部の聖

餐会で，翌週の支部大会には， もしか した

らソル トレー ク ・シテ ィーから教会幹部が

訪問 して来 るか もしれないという発表があ

った。次の日曜 日の朝，私たちが支部大会

に行 くと教会幹部が訪問した とのこ とで，

ひ とりの人が紹介 された。だれ もが初めて

会 う人だった。それが，十二使徒に召 され

たばか りで，支部大会訪 問も初仕事 のひ と

つであったスペ ンサー ・W・ キンボール長

老であった。彼の物腰は穏やか で，証は堅

く，語ることか らして も， そのような大 き

な召 しを受け るのもなるほどと思わせ るも

のであった。そのとき彼は確信 を新 たに，

このようなことを述べた。「兄弟姉妹たち，

私は主が どうして私の ような者 を召された

か， よくわか らない。 しか し私 には捧げ る

ことのできるタレン トがひとつ ある。私の

父は私に，いかに働けばよいかを教 えて く

れた。 もし主が働 き手を使 いたいと望 まれ

るとしたら，私 はそのお役に立て ると思 う」

と。確かに主は働 き手 を使 われた。実際に

主は，最 も大切 な時期に最 も大切な責任 を

務める用意のある熱心 な働 き手 を必要 とさ

れたのである。
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今 がその時である。いかに働 けば よいか

を知 ってい る予言者が，行 く手 を導いてい

る。そ して確かな事実がひ とつある。この

末 日の業には，予言者 と足並み をそろえて

進 もうとする何千名 もの人が必要だ という

ことである。

ひとりで歩む予言者は， 力が無いに等 し

い。どの神権時代に も勤勉に働 く優秀 な弟

子たちが必要 とされてきた。今 キンボール

大管長は，教会歴史上これまでにな く，熱

心な働 き手 を大勢求めている。

私 たちは予言者 と足並み をそろえる用意

の手始めとして，次の3つ の目的を一緒に

考えてみよりではないか。

第一は教義に もっと精通すること， 第二

は もっと喜び進んで実行すること，第三は

みたまの賜 をもっと受けられるようになる

こと。

ある立派な教師が ある時こう言った。「読

まない人は読めない人 と何 ら変わらない。」

近代的な教授法の確立 した文明の時代にあ

って，福音に無学なことは言い訳が立たな

いと言っても，ほぼ過言ではない。特に水

のバ プテスマを受け，毎週聖餐 を受けて誓

約 を新たにしている私たちに とってはそ う

である。

2番 目の事柄は喜び進んで行 なうことで

ある。私は世界中の宣教師 と会 うときにい

つ もこのことで胸が躍る。学業や仕事 を2

年 間中断 し，家族や友人や 自分の関心事 を

傍へ置いて，予言者か らの召 しにこたえる

ことを生活の第一に置 くのは， 人間的に見

て好都合なことだろうか。否。それでも，

心は満たされるだろうか。然 り，満たされ

る。人は何か を信 じたな らば，す ぐさま実



行することである。

ここで しば しの間，私が半月前に南太平

洋での集会に出席 した間のメモをご紹介 し.

たい。予言者か らの勧告 は決 して軽んずべ

きものではない。 トンガ.rヌ クア ロファス

テーキ部は，すべてのワー`ド部，支部で聖歌

隊 を組織 し，隣人もメンバーに迎 えるよう

にとい うキンボール大管長の勧告に従 った。

つい先 月.，私 とシンプソン姉妹はそのステ

ー キ部の合唱祭に出席 して非常に楽 しい時

を過ご した。全部の瓦ニ ッ トが参加 し，あ

る小さな支部 などは，支部の全会員数 とほ

ぼ 同人数の聖歌隊を結成 していた。 どこも

かなりの数の非教会員が含まれていて， あ

る聖歌隊は3分 の2ま でが求道者 によって

占め られていた。 ど.の聖歌隊でも，バプテ

スマ を受けたばか りの人が歌 っていた。そ

のほとんどは，聖歌隊に参加 したことを契

機 としてバプ.テスマを受けた人であった。

彼 らは全員 白い服に身 を包み， よく訓練 を1

積 んでいた。霊的に高められた素晴 らしい

夕べであった。予言者の指示に従 うことに

よって与えられる祝福が，如実に示 された

夕べ であった。あなた方の ワー ド部や支部

に聖歌隊はあるだろうか。非教会員をメン

バーに迎えているだろ うか。それ を実行 し

ようではないか!

ここで，少 しこのことを考えてみよう。

御存知のよ うに，教会には，7千 以上のワ

ー ド部や支部がある
。そのワー ド部や支部

が来年12カ 月間にひとつの家族 を招 き入れ

たとしたら， どうであろう。子供が2，3

人 いる家族 と仮定 してみる。その5人 家族

が聖歌隊に迎 えられ， もし改宗できた とし

たら， さらに3万5千 人の改宗者を迎える

ことになる。何 と素晴 らしいことではない

だろ うか。それが，予言者の要請 を実行 し

た報 いなのである。

御父の持つすべての ものを受け継 ぐ志願

者 となった人々は， ホー ムテ そ一チングの

責任が，テレビ番組やこの世 の関心事 より

も重要であるこ とを早 く悟 るべ きである。

静かな細い声が促す とき，私たちはそのこ

とをしようではないか。す ぐに実行 しよう

ではないか。

霊 的な感受性は，喜び進んで最善 を尽 く

そ うとするすべての人に惜 しみな く与 えら

れ る賜 である。それは，仕 えようという望

み と， たとえ自分に好都合 ではないと思え

る ときにも，第一歩 を踏み出す勇気 を持っ

た人に与え られる賜である。私たちが 自分

の生活に執着拘泥する と，みた まの賜は失

せ てしまう。

救い主はご く簡単に しか も美 しく教 えら

れた。 しか し，いわゆる近代文明は私 たち

の生活に様々な挫折を持ち込 んだ。現代の

社会環境は，大切 な永遠の 目的 とお よそか

け離れたにせ ものを，私たちの生活にあま

り.に多 く要求 しているように思われる。

先 日シンプソン姉妹 と私はニュージーラ

ン ドのオー クラン ド市 クィーンス トリー.ト

を歩いていて，波止場か らそう遠 くないあ

る場所に来た。そしてそこでひ と休み した。

その とき私は，最初の伝道中にちょ.うどそ

の場所で起 きたひとつの出来事 を妻に話 し

て聞かせた。

私の目にはあのときの光景がまざまざと

よみが えって きた。群衆の中でひと組の年

老 いたマオ リ人夫婦が，輸送船で戦いに出

て行 くマオ リ大隊に手 を振 っていた。
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卜 、

老夫婦は，ひとりの青年兵士が彼 らの方

に笑顔 を向ける と， さらに大 きく手を振っ

た。マオ リ語の会話か ら察 して，孫息子の

出征 の見送 りであることは明 らかだった。

その戦争 は，マオ リの老人が青年兵士 と

して出征 した1800年 代 の戦争 とは似て も似

つか ない，何千もの人々を一挙に殺 りくする

非道な武器を備 えた戦争であった。間 もな

く青年の姿が見 えな くなると，老人が妻の

方 を振向いて，少々皮肉めいてこっ言った。

「カタヒクアパケハ タ トウ
。」「さあ， これ

でわ しらも文明人じゃて」 という意味であ

る。

文明とは何であろ うか。進歩 とは何であ

ろうか。一体何が大切で，何が大切 でない

というのだろうか。聖典には，神の道は人

の道 とは異なると教えられている。 これ以

上に真実 を言い当てた言葉 はない。

神が啓示された言葉によれば，この私 た

.ち の世界がある目的は，真実 たったひとつ

で， それは単純明快である。それは何年か

の年 月をこの地上で過ご しにや って くるす

べての人に，不死不滅 と永遠の生命 を得 さ

せ ることである。

知っての通 り，不死不滅は，救い主の賄

いの犠牲によって成就 されている。人種や

肌の色や主義，信仰，行ないの一切 に関係

な く，すべての人は死 を越えて生 き，無条

件 で神よ りのその賜 を恵まれる。

その次の，永遠 の生命つま り昇栄 を得 る

には，ひたす ら各人がキ リス トの教 えと神

権の諸原則に従 うことだけが必要 とされる。

しかしこれは不死不滅 とは違って，各個 人

が永遠の最終 目標 をめざしてそれにふ さわ

しい規律 と生活態度を体得す ることが必要
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なのである。

最 も感銘深いのは，福音の真理が世界中

の正直な人々の心に受け入れ られているこ

とである。救い主はその翼の下か ら，ひ と

りの人た りとも閉め出しはされなかった。

それは現在 の教会で も同 じである。私の知

人には，月曜日ごとに家庭 の夕べのため早

く帰宅す るボス トンの銀行貝がお り，ペル

ーの山中に小 さな農場 を経営する素晴らし

い兄弟が いる。 トンガのババ ウ島に住み，

カヌーでホームティーチ ングの召しを忠実

に果 たす若い父親が いる。彼の信仰は，仕

事 を愛 し，熱心にホームティーチングを行

なうロン ドンの青年実行家 と何 ら変わ らな

い。 どちらも，喜び進んで実行 しているの

である。

あのマオ リの老人が身に押 し寄せ て くる

いわゆる文明 というものについて，その真

の価値 は何なのかと問うてみ ることは，至

極 当然のことである。原子力 と機械化の こ

の文明 も，正 しく利用す るならば有益 であ

る。機械化 と自動化で，人々に神の永遠の

原則を教 える時間がふえるならば，私たち

はこの上 な く豊かな恵み を受け るであろ う。

しか しただ悪い方向へ私 たちの歩みを速め

るだけな らば，敵 との戦 いに負けるのであ

る。

願わ くは私たちに心 を動かす力が恵まれ，

力を奮い起こして，救い主の生涯 と現在の

地上の生ける予言者の模 範に従えるよ うに

な らんことを。ただ実行することが，私の

心か らの祈 りである。主 イエス ・キ リス ト.

の み名により，アー メン。
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☆教会教育部ニュース☆

"忘 れ ず に青 年 の 時智 恵 を得 よ"

｢い まの大人は
,人 間の内面にひどく無

神経になっている,と 思 うことがある。子

どもの外側 を整えるこ とには大へん熱心だ

が,そ の内側に目を注 ぐことには,い ささ

か怠慢 な大人がふえている。｣｢朝 日ジャー

ナル｣(55年12月5日 付)｢大 人たちが偏差

値 とか一流校 とか,そ ういう外側 を整える

ことに熱中すればす るほど,抑 制力の鍛練

はおざな りになる。｣｢朝 日新聞｣天 声人語

(55年12月2日 付)最 近家庭内暴力,校 内

暴力が多発 してお り,天 声人語氏が指摘 し

ているよ うに,内 面の訓練にもっと目を向

ける必要があると思います。私 たちの子供

たちはこうした環境の中で生活しており,

友人からさまざまな影響 を受けています。

親 として,神 権指導者 として,若 人に対す

る教会教育の立場 をもっと明確 にす る必要

があ ります。アルマは｢わ が子 よ,忘 れず

に青年の時智恵を得 よ,青 年 の時か ら神の

命令 を守ることを習慣 とせ よ｣と 教 えまし

た。世の中が どんなに厳 しい受験戦争の中

にあって も,｢先 ず神 の国とその義を求めな

さい。そ うすれば,こ れ らのものは,す べ

て添えて与えられる｣と の主 イエスの約束

をよ く理解 していただきたいと思います。

セ ミナ リー･イ ンスティテユー トプログ

ラムは,生 ける予言者が,将 来の神 の王国

における立派な指導者の養成のために力を

注いでお られるプログラムです。私 たちが,

養 うように と神 から任 された子羊たちに,

もっと福音を積極的に学ぶ機会 を与 え,そ

日本･韓 国地域教育部長

鈴 木 正 三

れを達成す るためには犠牲をも払 うように

チャレンジする必要があ ります。犠牲 と試

練は成長への偉大な鍵です。

た とえ どんなに厳 しい受験戦争で も,ま

ずセ ミナ リーを学び,そ れか ら学問を学ぷ

時,主 はその人の信仰 をほめ,理 解力を増

し加 えて下さると,私 は 自分の子供 たちの

経験やセ ミナ リーの生徒たちの証を通 して

知っています。信仰生活は全身全霊 を尽 く

して行 なうようにと主が求めておられます。

大人の変 な同情心か ら子供 をセ ミナ リー･

イ ンスティテユー トに登録 させずに塾通い

を優先 させ るのは非常に危険です。私 たち

は外側 を整える事にばか り目を奪われず,

神 が福千年の準備のために送 られたこれ ら

の若人たちを,神 のみこころにそって育て

ることが大切 です。

次に,若 い兄弟姉妹 はセ ミナ リー,イ ン

スティテユー トで学んだこ とを生活に取 り

入れましょう。そうす ると両親に とってよ

り良い息子,娘 とな ります。 自分の時間を

有効に用いるよう計画 をし,福 音の勉強も

学校の勉強 も熱心に しましょう。福音の勉

強の時だけでな く学校の授業の始 まる時 も,

羊の導 きを祈 り求めましょう。神 は必ずあ

なた を祝福 されることを知ってお ります。

4月 か らの新学期に,教 会教育部は3つ

のコース(63ペ ー ジ参照)を 用意 してお り,

各 ワー ド部,支 部 で担当者が登録 を受けつ

けてお ります。 多数の方が登録 して下 さい。
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